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　立科町の不法投棄件数は、平成22年度をピークに減少傾向にあります。
　しかしながら毎年、年間10件を越える不法投棄が発生しています。

　個人の土地へ不法投棄され、行
為者又はごみの排出者が特定でき
ない場合は、その土地の所有者が
片付けることになります。
　荒廃地や山林など人目につかな
い所は、狙われやすいので、日頃
から草刈をする等、捨てられない
環境を保つことが必要です。
　町では、６名の不法投棄監視員
により定期的に町内のパトロール
を実施していますが、日頃から地
域の環境は自分たちで守るよう心
がけましょう。
　もし、不審な車両や不法投棄な
どを見つけた場合は、役場環境保
健係へご連絡ください。

長野県内において平成24年に検挙された主な不法投棄等の事案

不法投棄の現場写真 注意！個人所有地も狙われる

長野県廃棄物監視指導課発行「不法投棄情報ながの」より抜粋

　不法投棄の原因者は、撤去を求められるとともに、重い刑罰が科せられます。
　　　　　　　　個人……５年以下の懲役、１千万円以下の罰金又はその併科
　　　　　　　　法人……３億円以下の罰金

廃棄物の種類 検挙年月日 行為者 内　　　容 刑罰の内容

一　般
廃棄物

H24. 5.21 男性（48） 不要となった自転車・のぼり旗等の処分が面倒になったこと
から、それらの廃棄物約160kgを河川敷に投棄した。

罰金
50万円

H24. 8.24 男性（54） 家庭内で出た衣類・紙くずなどの処分が面倒であるとの理由
から、それらの廃棄物94.5 kgを山林内に投棄した。

罰金
20万円

産　業
廃棄物 H24. 1.31 法人

男性（46）他１名
建設業者が外構工事に伴って排出したコンクリートの破片等
の廃棄物約80トンを地中に埋めて投棄した。

罰金
800万円

環境保健係

環境保健係

刑罰の内容

道路敷きへの投棄

山林への投棄

水路敷きへの投棄

水路への投棄

ごみの不法投棄は しない させない 許さない
～不法投棄情報をお知らせします～

しいなちゃん！このゴミ　　どっち？

しいなちゃん！このゴミ　　どっち？

立科町マスコットキャラクター
「しいなちゃん」

誤  「トレイ」なので資源ごみの“容器
包装プラ類の収集用ネット”に出す。

㊣ 「ガラや色の付いたトレイ」（白
色以外）なので資源ごみの“容
器包装プラスチック・ビニー
ル”として指定袋に入れて出す。

収集用ネットに入れられる発泡スチロール・
トレイは“白色のみ”です。

こ
の
ゴ
ミ
の
分
別
方
法
は
？

収集用ネット
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　● 電算関係備品購入費… ……………………979万5千円
　　（パソコン更新）
　● 旧三葉保育園解体工事等… ……………1,757万1千円
　● 子ども・子育て支援事業… ………………169万1千円
　　（子ども・子育て事業計画策定に係るアンケート調査業務）
　● 人・農地プラン事業… ……………………… 150万円
　　（青年新規就農給付金）

　※なお、補正予算書等は役場町民課受付横の行政資料コーナーでご覧ください。

　一般会計予算では、２億１千817万１千円が増額され、総額44億２千991万４千円とする補正予算が可決されました。
　歳入では、事業進捗に伴い国・県補助金854万円を増額し、寄附金では立科町を応援する方々からのふるさと寄附
金62万６千円が計上されるとともに、平成24年度決算による繰越金が確定し５億876万９千円が増額され、当初予定
していた財政調整基金３億円の取り崩しをしない予算編成となりました。
　歳出での主な事業は次のとおりです。

補正予算の状況

主な事 業

　
立
科
町
議
会
９
月
定
例
会
が
９
月
５
日
か
ら
18
日
ま
で
の
会
期
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
、
平
成
25
年
度
の
各
会
計
の
補
正
予
算
、
平
成
24
年
度

の
決
算
認
定
な
ど
の
審
議
が
行
わ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
６
名
の
議
員
よ
り
町
政
運
営
や
提
案
に
つ
い
て
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
各
会
計
の
決
算
状
況
に
つ
い
て
は
、
広
報
11
月
号
で
詳
細
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

主
な
議
案
等

・
平
成
25
年
度
立
科
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）　
〔
概
要
別
記
〕

立
科
町
議
会
９
月
定
例
会

　● 松くい虫防除対策事業… ……………… 931万5千円
　　（松くい虫被害木の伐採駆除）
　● 震災対策農業水利施設整備事業… …… 201万6千円
　　（ため池の耐震性点検）
　● 公民館事業… ………………………………23万5千円
　　（区・部落集会所施設関係補助金）
　● ふるさと交流館改修工事等… ………… 870万1千円

職　　名 氏　　名 委員任期

委　員　長 米澤　修一 平成28年３月31日

職務代理者 長岡　義明 平成29年９月30日

委　　　員 高尾　昌子 平成26年９月30日

委　　　員 飯島　英一 平成29年９月30日

教　育　長 塩澤　勝巳 平成27年６月30日

教育委員の任命について 　10月１日付で、長岡義明氏（野方）及び
飯島英一氏（桐原）が、教育委員として、町長
より任命されました。

※敬称略

長岡義明氏 飯島英一氏

教育委員会構成
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　10月１日、全国で平成25年住宅・土地統計調査が行われます。この調査は、住生活に関する最も基本的で重
要な調査で、今回の調査では、近年において多様化している国民の居住形態や少子・高齢化等の社会・経済状
況の変化を踏まえ、住宅のストックのみならず、①住生活を支える居住環境、②耐震性・防火性といった住宅
性能水準の達成度や省エネルギー性能住宅、③土地の有効利用状況を明らかにすることをねらいとしています。
　調査票をお配りしたお宅で、まだ調査票に記入されていない場合は、漏れなく記入していただき、調査員が
受け取りに伺いましたらお渡しください。

　調査票の記入内容は、「統計法」によって厳重に保護されます。調査員をはじめとする調査関係者が調査で
知り得た内容を他に漏らしたり、統計を作成・分析する目的以外に調査票を使用することは絶対にありません。
これらの行為は、「統計法」により固く禁じられていますので、安心してありのままをご記入くださるようお
願いします。

統計調査をかたった「かたり調査」にご注意を!!
　県内において、個人のお宅を訪問し、総務省統計局を名乗って個人情報を聞き出そうとする事案が発生
しました。
　統計調査実施の際は、必ず身分証を携帯した「統計調査員」が訪問し、調査のお願いをしています。
　町民の皆様には、十分に注意いただきますようお願いいたします。

　統計調査をかたる不審な訪問や電話がありましたら、長野県企画部情報統計課（電話  026−235−7074）
または、総務課庶務係までお問い合わせください。

庶務係

農林係

※政府統計等を装い、紛らわしい表示や説明をして情報を得る不正行為（いわゆる「かたり調査」）に対して
は、統計法で罰則規定（２年以下の懲役又は100万円以下の罰金、未遂も含む）が定められています。

記入内容の秘密は守られます

平成25年住宅・土地統計調査が行われます
～ 住まいから 描く日本の 未来地図 ～

ご理解、ご協力をお願いします

10月１日

　町では、平成26年４月１日を始期とする立科町農業振興ビジョンを策定するにあたり、広く町民のみなさまか
ら意見・情報を募集するため、10月28日㈪から11月15日㈮までの間、パブリックコメントを実施します。

　町の農業・農村の振興に向け、将来の目指すべき姿と具体的な目標を明らかにし、それを実現するための施策
を総合的かつ計画的に推進するために策定します。

　立科町農業振興ビジョン（素案）や意見・情報の提出様式は、農林課窓口及び町ホームページで入手できます
（10月28日㈪から掲載予定）。

URL：http://www.tateshina.nagano.jp/shisaku/index.html

立科町農業振興ビジョン（素案）に対する意見・情報の募集について

＊パブリックコメントとは
条例や計画などの一定の政策の策定に際して、政策の案を公表して、それに対する意見や情報を広く募集し、寄せられた
意見等を考慮して政策を決定するとともに、その意見等に対する考え方を公表することをいいます。

● 立科町農業振興ビジョンについて

● 素案・提出様式について
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　国や気象庁から発表される、Ｊアラート（全国瞬時警報システム）による地震や気象の災害情報が有線放
送や音声告知放送から流れるようになりました。
　有線放送や音声告知放送の加入世帯では、緊急地震速報や気象警報が発せられた際（震度４以上の地震速
報や土砂災害警戒情報等の場合）に自動的に警報が流れます。万が一警報が鳴ってもあわてずに対処してく
ださい。
　なお、試験放送を10月17日㈭午前11時頃実施する予定です。試験用の放送が流れますが、ご理解・ご協力
をお願いします。

●10月17日㈭に試験放送を実施します
Ｊアラートによる災害情報が流れるようになりました

9日１日
防災の日

町内各地区で防災訓練が
実施されました

庶務係

　９月１日㈰の「防災の日」に、町内各地区で防災訓練が実施されました。（地区によってはそれぞれ計画した日に
行っています。）
　当日は、各地区毎に計画されたスケジュールによって、避難訓練、放水訓練、炊き出し訓練、要援護者の安否確
認、災害危険箇所の確認等さまざまな訓練が実施されました。
　これを機に防災意識を高め、地震や風水害といった、いつ起きるかわからない災害に対し、最小限の被害で防げ
るよう日ごろから備えましょう。



平成25年10月分以降の手当額について

お問い合わせ先　町民課　福祉係まで
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　８月３日～４日の２日間、三重県鈴鹿市「鈴鹿サーキット」にお
いて、第46回二輪車安全全国大会が開催され、高校生クラスの長
野県代表として参加した蓼科高校生徒が全国10位と健闘しました。
　その結果、長野県は全国で総合12位という成績を収めました。
　出場した選手に対し、二輪車交通事故が無くなるよう関係機関・団体と連携し、協力していただくようお願いしま
した。

国民健康保険運営協議会委員の改選について

平成25年度 特別児童扶養手当及び
特別障害者手当等の額の改定ついて

　平成24年11月に「国民年金法等の一部を改正する法律等の一部を改正する法律」（平成24年法律第99号）が成
立したことにより、平成25年10月以降の特別児童扶養手当及び特別障害者手当等の手当額については、0.7％引
き下がることとなります。

　国保事業の適正な運営に関する重要事項を審議する国民健康保険運営協議会の委員が、任期（２年間）満了に
伴い、次のとおり改選となりましたのでお知らせします。

手当額（月額）について
平成25年9月分まで 平成25年10月分より

特例水準 ― △ 0.7％
特別児童扶養手当（１級） 50,400円 50,050円（△ 350円）
特別児童扶養手当（２級） 33,570円 33,330円（△ 240円）

特別障害者手当 26,260円 26,080円（△ 180円）
障害児福祉手当 14,280円 14,180円（△ 100円）

福祉手当（経過措置分） 14,280円 14,180円（△ 100円）

福祉係

環境保健係

被保険者の代表
小林　武敏 再任
橋詰　朝子
柳澤百合子

医師又は薬剤師の代表
山浦　俊一（山浦歯科医院） 再任
岩下　政史（岩下医院） 再任
長岡　弘子（あおば薬局） 再任

公益の代表
民生児童委員協議会　会長　竹内　愛國 会　長 再任
老人クラブ連合会　　会長　小池　守一 職務代理
保健委員会　　　　　会長　市川　惠子

第46回  二輪車安全全国大会
in 鈴鹿サーキット

庶務係

交通安全

※敬称略
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お問い合わせ先　環境保健係　TEL 56 － 2311（内線 223)　㈲ 2311

婦人科（子宮頸がん）検診・
骨密度検診のお知らせ

―20歳代から急増する子宮頸がんの早期発見のために―

　子宮がんは、子宮頸部（入り口）にできるがんと子宮体部（奥の方）にできるがんに大きく分類されます。
　今回実施する子宮がん検診では、子宮頸がんについて調べます。
　内容は問診、内診、視診に加え子宮頸部の細胞を擦り取り顕微鏡で調べる細胞診を行います。細胞診はごく初
期の状態のがんを発見することができます。
※月経異常や痛み、出血等の自覚症状がある場合は、直接医療機関を受診することをお勧めします。また、子宮

体がん等の早期発見については別の検査が必要となります。

　骨粗しょう症は生活習慣病の一つとされています。
　骨の量は、20歳代でピークに達し、その後徐々に減り始め、閉経後は急激に減少します。運動不足や食生活、
喫煙やアルコールなどの生活習慣が骨量の減少に影響しています。検診を受けて自分の骨密度を把握しましょう。

※4月に申し込みをされている方には、問診票をお送りしております。
※受診希望の方で通知が届いていない方は、環境保健係までお問い合わせください。
※「子宮頸がん検診無料クーポン券」をお持ちの方は、婦人科検診を無料で受けることができます。当日クーポン

券をお持ちください。
　（無料クーポン券該当者：平成25年４月１日時点で20・25・30・35・40歳の方です。)

環境保健係

　　　　　　老人福祉センター　　　　　　　　12：45～13：15

婦人科検診

骨密度検診

会　　場 受付時間

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

は
、
毎
年
１
月
上
旬

か
ら
３
月
を
中
心
に

流
行
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

を
予
防
す
る
方
法
の
ひ
と
つ
に
は
、
予
防
接
種

が
あ
り
ま
す
が
、
予
防
接
種
が
十
分
な
効
果
を

維
持
す
る
期
間
は
、
注
射
後
約
２
週
間
後
か
ら

約
５
ヶ
月
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
過
去
の
発
生
状

況
か
ら
考
え
て
、
予
防
接
種
の
有
効
性
を
高
め

る
た
め
に
は
、
一
般
に
10
月
か
ら
12
月
中
旬
ま

で
に
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
適
当
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

予
防
接
種
に
加
え
、
日
頃
か
ら
の
手
洗
い
・

う
が
い
に
加
え
て
、
十
分
な
栄
養
・
睡
眠
で
抵

抗
力
を
高
め
ま
し
ょ
う
。
咳
な
ど
の
症
状
が
あ

る
場
合
は
早
め
に
医
療
機
関
に
受
診
し
、
自
宅

で
休
養
を
取
る
な
ど
「
ひ
ろ
げ
な
い
」
配
慮
に

も
心
掛
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

流
行
に
備
え
よ
う
！

※	

町
が
行
う
65
歳
以
上
対
象
の
予
防
接
種
は

10
月
1
日
か
ら
の
予
定
で
す
。

※	

対
象
の
方
に
は
個
別
に
通
知
が
あ
り
ま
す
。

実施日 対象者 内　 容 料　金

婦人科
10月３日(木)
10月８日(火)
10月９日(水)

20歳以上：２年に１回
（目安として偶数年齢）

子宮頸部
細 胞 診 1,000円

骨密度 10月８日(火)
10月９日(水)

20～70歳：３～５年に１回
（閉経後５年間又は経過観察者は毎年）

かかとの
超音波検査   600円

環境保健係
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はつらつ健康講座 特別編「あたまの体操」
～からだと一緒に　あたまも体操しましょう～

　秋も深まり、身体を動かすにはとても良い季節となりましたが、皆さんは身体と一緒に「あたま」も運動していま
すか？
　身体とあたまは同時に運動することで、その効果を発揮すると言われています。「脳トレ」と言うと難しいイメー
ジがありますが、簡単な問題とレクリエーションを交え、自然に無理なく脳トレを行っていく「あたまの体操」を今
年も開催致します。
　少し物忘れが心配な方も、「楽しむ！」だけでも「あたまの体操」となります。ぜひ、多くの皆様のご参加をお待
ちしております。

レクリエーションコーデイネーター　大塚寛美 先生　（サポート　立科町健康サポーター）
平成25年	 10月 30日
	 11月  ６日・20日・27日
	 12月 11日・18日・25日
平成26年　  1月  ８日・15日・22日　　（全10回）
（水曜日）　午前10時00分～午前11時30分
老人福祉センター　機能訓練室　他
立科町在住の高齢者の方
平成25年10月23日㈬

立科町地域包括支援センター（町民課　福祉係）電話　56－2311　有線　2311　まで

募集対象
申込期限
申し込み・お問い合わせ先

時　　間
場　　所

開 催 日
講　　師

チャレンジ・介護予防  おいしく、楽しく、バランスよく

地域包括支援センター・福祉係　有線4503（直通）

　すすきが風に揺れ、すっかり過しやすい季節になりましたね。
　今月は、『高齢期の食事』についてご紹介します。
　毎日元気に生活するためには。体を維持するための『たんぱく質』と活動の源となる『エネルギー』を毎日
の食事からしっかりと摂取する必要があります。
　たんぱく質とエネルギーが不足してしまうと 低栄養状態 となり、体の中の脂肪や筋肉が減り、身体機能が
低下し、要介護状態や病気になりやすくなります。

　身体的なこと、精神的なこと、社会的なこと……色々な要因から
低栄養状態になることがあります。
● 噛む力、飲み込む力が弱くなった。
● 病気やけがをして体調を崩した。
● 抑うつ的で食欲が出ない。
● 一人暮らしや、夫婦二人暮らしで簡単な調理しかしなくなった。
● 人と一緒に食事をする機会が減った。
　まずは、１日３食・基本の主食と主菜をしっかり取ることが大切です!!

　来月は、低栄養予防のポイントをご紹介します。

地域包括支援センターです！こち ら 福祉係

低栄養予防篇

気をつけよう！ こんなサインはありませんか？

福祉係
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食育
みんなで

　お酒は昔から“百薬の長”といわれ、飲み方によって食欲を増進させたり、ストレスを解
消したりしますが、度を越すと、肝臓病や胃腸病、心臓病、糖尿病、肥満などの原因となり、

“百厄の長” にもなります。節度ある飲酒を心掛けましょう。

□ ほとんど毎日、日本酒に換算して３合以上飲む
□ お酒を飲むとき、たばこを吸う
□ アルコール度数の強いお酒を薄めないで飲む
□ 飲むピッチが速いといわれる
□ お酒を飲むとき、つまみを食べない
□ 脂っこいつまみをよく食べる

□ 塩辛いつまみをよく食べる
□ ついつい夜遅くまで飲んでしまう
□ 付き合いで飲み過ぎてしまうことがよくある
□ 記憶を失うまで飲むことがある
□ よく二日酔いになる
□ 昼間から飲むことがよくある

※チェック項目が多い人ほど要注意です！

お酒との上手な付き合い方
～ お酒は飲み方次第で百厄の長 に！ ～

環境保健係

10月は

『薬と健康の週間』が
あります!!

環境保健係保健ニュース
　涼しくなってきましたね。厳しい暑さで疲れた体を、冬に向けほっこり労わって整えていきましょう。
　さて、10月17日㈭～10月23日㈬までの一週間『薬と健康の週間』です。この週間は医薬品を正しく使用すること
の大切さ、そのために薬剤師が果たす役割の大切さを一人でも多くの方に知ってもらうために、ポスターなどを用い
て積極的な啓発活動を行う週間です。
　今回は薬のお話の中でも、『ジェネリック医薬品』についてお話をします。 

　同じ薬局で薬を出してもらうなら、『ジェネリック医薬品』のほうが安価な分、調剤料を合わせても会計が安く済
むようです。しかし、薬の種類によっては変更できない場合や、自己負担がそれまでとあまり変わらない場合もあり
ます。『ジェネリック医薬品』については医師、薬剤師にご相談の上ご利用ください。
　また ｢薬も過ぎれば毒となし｣ と言われます。日頃の生活の中で改善できることも
ご検討いただきながら、ご活用ください。

　９月号の保健ニュースで『健康たてしな２１（第２次）』の枠組み３つあるうちの、１. 健康づくりについてお話し
ました。次回はその続き２. 疾病予防についてお話いたします。

『ジェネリック医薬品』
とは？

これまで使われてきた薬の特許が切れた後に、同等の品質で製造販売される低価格の
薬です。

種類はあるの？ 様々な病気や症状に対応し
ています。

高血圧や高脂血症の薬、糖尿病の薬など、様々な病気や症
状に対応。カプセル・錠剤・点眼剤など形状も様々です。

効き目は確か？
効き目はもちろん、安全性
も同等ですので、安心して
使うことが出来ます。

『ジェネリック医薬品』は、これまで効き目や安全性が実
証されてきたお薬と同等と確認された上で、製造、販売が
認可されています。

どのくらい安いの？
薬の価格は３割以上中には
５割以上安くなる場合があ
ります。

新しい医薬品は開発に長い時間と多くの費用がかかります
が、『ジェネリック医薬品』は開発期間が短くて済むの
で、当然価格が安くなります。
※窓口でお支払いただく患者負担金は、薬の費用のほか、
調剤料などが加わります。

身体に負担をかける飲酒習慣！
こんな心当たりは
ありませんか？
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環境保健係

環境保健係

狂犬病予防注射を必ず受けましょう!!

狂犬病予防注射　秋の集合注射の実施について
　平成25年度、秋の狂犬病予防注射（集合）を下記の日程で実施します。
今年度まだ未注射及び生後90日を経過した犬の飼い主の方には、狂犬病予防注射申請ハガキを郵送しますので、都合
のよい実施場所で必ず受けてください。
　新規登録をされる場合は、役場または実施場所で申請してください。

● 日　程

● 手数料（料金）

10月19日(土)
蓼科ふれあいセンター前 10：00～10：15

役場駐車場 10：50～11：10

登録済の犬（注射料のみ） ……………3,220円
新規登録の犬（注射料+登録料）……6,220円
※実施会場では混雑が予想されますので、お釣りのないよう
　お願いします。

狂犬病とは
　狂犬病は、人と動物の共通感染症です。国内
では、1957年以降発生はありませんが、効果的
な治療法はなく発病するとほぼ100％死亡する
という恐ろしい病気です。
狂犬病予防法による義務
　「狂犬病予防法」により犬の飼い主は、狂犬病
予防注射を毎年1回受けることが義務づけられて
います。これを怠ると20万円以下の罰金に処せ
られることがあります。

秋の集合注射の対象となる犬
　生後91日以上のすべての犬で今年度まだ未注射の犬。譲り受けた犬や室内犬であっても対象となります。
・犬が死亡している場合には、ハガキに「死亡」と書いて提出してください。
・犬が病気・衰弱等により注射を受けられない場合は、獣医師の【猶予証明書】の提出をお願いします。
・首輪に鑑札・注射済票・名札など飼い主のわかるものを必ずつけましょう。
※不明な点は役場町民課環境保健係へお問い合わせください。

11月10日  午前10時〜（農ん喜村収穫祭と同日開催）

立科町交流促進センター「耕福館」

立科町内で生産されたそば粉を用い、地元打ち手自慢が打つ新そばの試食、及びそば粉等の販売

＊新そばの試食は1,000食（１食50ｇ・無料）を予定しています。予定数量に達した時点で終了と
なりますのでご了承ください。

お問い合わせ先　農林課　TEL  0267－56－2311

日　時

場　所

内　容

第２回 立科町そばまつりを開催します

　地下水保全の大切さを学ぶため、学習会を開催します！町内の水源地や身近にある井戸をめぐり、歴史を紹介
します。

■ 日　　時　　10月26日㈯　午前８時30分～12時頃まで
■ 集合場所　　中央公民館　大会議室
■ 参加要件　　町民の方ならどなたでもご参加いただけます。※定員25名
　　　　　　　 親子で参加してみてはいかがですか。
■ 申 込 先　　役場町民課環境保健係　電話56-2311　有線2311
　　　　　　　 10月22日㈫までに申込みください。定員になり次第締め切らせていただきます。

町内の井戸めぐり学習会 ～地下水について知ろう～参加者
募　集
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１. 申込期間
　  平成25年11月11日㈪～12月11日㈬まで（先着順）

※ただし、経験者の皆様（平成21年度～24年度の間に「耕福館」でみそづくりを
体験したことのある者）及び経験者を含むグループは、11月25日㈪からの受付とします。

２. 利用期間
　  平成26年１月6日㈪～４月30日㈬まで
　  ※他の期間はご利用できませんのでご承知ください。
３. 募集者（組）数
　  57名（組）※新規体験者（平成21年度～24年度の過去４ヵ年間に「耕福館」でみそづくりを体験していない者）を優先します。
　　　　　　　　  新規体験者の皆様については「耕福館」で指導いたします。（１回に約60㎏のみそが出来ます）
４. 利用料金
　 ・1日あたりの利用料　1,000円、1回の麹発酵機使用料　1,000円
　※みそ造りは、原則３日間の工程です。麹持参の場合は２日間目安です。（洗米のために、前日に耕福館を
　　使用する場合は、４日間の工程となります。）
　  　例１    洗米のために耕福館を使用せず、麹発酵機を使用する場合
　　　　　　使用料（３日間）3,000円＋麹発酵機使用料1,000円　合計4,000円
　  　例２    洗米のために耕福館を使用し、麹発酵機を使用する場合
　　　　　　使用料（４日間）4,000円＋麹発酵機使用料1,000円　合計5,000円
５. 申込先

立科町役場  農林課（電話56−2311、有線2311）までおいでいただいて、申請書の記入をお願いします。
　  受付時間　午前９時～午後５時まで
　  ※印鑑をご持参ください。
　  ※電話・有線等での申し込みはお受けできませんのでご注意ください。

立科町交流促進センター「耕福館」で
体験学習をしませんか!!

　立科町交流促進センター「耕福館」は、立科町の立地条件を活かした各種体験学習が出来る施設です。
都市部の小学生から高校生を中心に、大勢の皆様にご利用頂いていますが、より多くの住民の皆様のご利用をお待ちして
おります。（この施設は体験学習施設であり、加工を目的とした利用は出来ません。）
　また、冬場の風物詩である「みそづくり」も募集しますので、農閑期等を利用されて多くの皆様のご応募をお待ちして
おります。未経験者の皆様方大歓迎です。

※体験料金等については「耕福館」ホームページをご覧ください。　　URL  http://koufukukan.com/

調理・加工体験 そば打ち・ほうとう作り・パン作り・おやき作り
太巻きずし作り・ジャム作り・じゃがいも収穫＆カレー調理体験

農 作 業 体 験 田植え・りんご作業・トウモロコシ狩り

林　業　体　験 間伐・植栽・炭作り・木材加工品作り

工　作　体　験 竹細工・ぞうり作り・草木染・キャンドル作り

耕福館体験学習メニュー

　皆様が自分たちで作った大豆を使ってみそづくりを行います。今年度も下記のとおり実施しますので、大勢の
皆様に体験いただき、技術を学び、自宅で自家製の「おみそ」がつくれるようになりましょう。

みそづくり体験学習 ～立科の大豆で作ったみそは美味しいネ!!～
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日　時　10月19日㈯　午前９時～午後５時
　権現の湯まつりでは、日頃のご利用に感謝し、皆さんに楽しんでいただ
けるイベントやゲーム、商品をご用意し皆様のお越しをお待ちしています。

　また、嬉聞耳地蔵尊の祭典では、綿あめ、ポップコーンの無料進呈、更にお楽しみ抽選会が
開催されます。多くの皆様お出かけください。

権現の湯
から
お知らせ

第５回「権現の湯まつり」と「嬉聞耳地蔵尊の祭典」開催

　
８
月
10
日
・
11
日
に
、
長
野
県
佐
久
地
方
事

務
所
・
佐
久
市
・
立
科
町
共
催
に
よ
る
移
住
体

験
ツ
ア
ー
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
30
代
～
70
代

の
５
組
９
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
10
日
は
佐

久
市
を
、
11
日
に
は
立
科
町
を
体
験
す
る
１
泊

２
日
の
内
容
で
し
た
。

　
立
科
町
は
南
北
に
長
く
、
高
低
差
も
あ
る
土

地
柄
で
、
素
晴
ら
し
い
自
然
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ま
ず
白
樺
高
原
を

散
策
し
て
高
原
の
涼
し
い
気
候
を
肌
で
感
じ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
交
流
促
進
セ
ン

タ
ー
「
耕
福
館
」
で
農
作
業
（
じ
ゃ
が
い
も
掘

り
）
と
お
や
き
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
お
や

き
を
初
め
て
食
べ
る
方
も
お
り
、
み
な
さ
ん
に

お
い
し
か
っ
た
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昼
食
後
に
は
先
輩
移
住
者
と
懇
談
す
る
メ

ニ
ュ
ー
を
用
意
し
、
移
住
サ
ポ
ー
タ
ー
に
ご
登

録
い
た
だ
い
た
井
上
昌
治
さ
ん
と
八
木
下
文
雄

さ
ん
に
、
立
科
町
へ
移
住
し
た
き
っ
か
け
や
立

科
町
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ツ
ア
ー
に
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
も

「
雪
は
ど
れ
く
ら
い
降
る
の
か
。」「
暖
房
費
は

ど
れ
だ
け
か
か
る
の
か
。」
な
ど
の
具
体
的
な

質
問
も
出
て
お
り
、
非
常
に
有
意
義
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
て
い
る

物
件
を
見
学
し
、
ツ
ア
ー
は
終
了
し
ま
し
た
。

ツ
ア
ー
参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
移
住
先

と
し
て
検
討
し
た
い
と
回
答
さ
れ
て
い
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
中
に
は
、
空
き
家
の

物
件
が
少
な
い
と
の
ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　
立
科
町
の
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
で
は
、
現
在

登
録
さ
れ
て
い
る
物
件
（
見
学
・
紹
介
が
で
き

る
物
件
）
は
２
件
の
み
で
、
本
年
度
の
契
約
実

績
は
８
月
末
ま
で
に
成
約
（
賃
貸
）
が
１
件
、

交
渉
中
（
売
買
・
賃
貸
）
が
２
件
で
す
。
今
年

の
５
月
に
物
件
を
新
規
登
録
し
た
あ
と
、
空
き

家
バ
ン
ク
の
問
い
合
せ
や
見
学
を
希
望
さ
れ
る

方
が
急
増
し
ま
し
た
。（
利
用
登
録
の
申
込
み

を
し
た
方
は
昨
年
度
が
一
年
間
で
６
名
だ
っ
た

の
に
対
し
、
本
年
度
は
８
月
末
ま
で
で
18
名
。

電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
は
こ
の
人
数
に
含
ま
れ

ま
せ
ん
。）
こ
の
こ
と
か
ら
、
空
き
家
バ
ン
ク

制
度
を
不
動
産
情
報
の
検
索
ツ
ー
ル
と
し
て
活

用
し
て
い
る
方
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
立
科
町
の
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録

さ
れ
て
い
る
物
件
が
少
な
い
た
め
、
お
問
い
合

わ
せ
は
多
数
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
の
、
ご
希

望
の
物
件
を
ご
紹
介
で
き
な
い
状
態
が
続
い
て

お
り
ま
す
。

　
み
な
さ
ま
の
所
有
さ
れ
て
い
る
不
動
産
で
お

売
り
し
た
い
、
ま
た
は
、
お
貸
し
し
た
い
と
い

う
物
件
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
空
き
家
バ

ン
ク
の
活
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
も
、
空
き
家
バ
ン

ク
以
外
の
取
引
を
妨
げ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
不
動
産
業
者
に
売
却
や
賃
貸
借
の
依

頼
を
し
て
い
る
物
件
で
も
登
録
は
可
能
で
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
に
関
す
る
情
報
提
供
や
お
問
い

合
わ
せ
は
、
町
づ
く
り
推
進
課
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

移住体験ツアー  開催しました 町づくり推進係
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友
人
に
勧
め
ら
れ
あ
る
ア
ニ
メ
を
見

た
。
過
去
へ
メ
ー
ル
や
現
在
の
記
憶
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
タ
ム
マ
シ
ン
を
開

発
す
る
と
こ
ろ
か
ら
物
語
は
始
ま
る
。

そ
の
マ
シ
ン
を
使
っ
た
せ
い
で
未
来
が

絶
望
に
陥
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
知
り
、

そ
れ
を
変
え
る
た
め
過
去
を
変
え
る
物
語
で
あ

る
。

　
私
た
ち
は
常
に
選
択
を
し
て
い
る
。
何
を
食

べ
る
か
、
ど
こ
へ
行
く
か
、
何
を
着
る
か
、
些

細
な
こ
と
か
ら
大
切
な
こ
と
ま
で
選
び
な
が
ら

生
活
を
し
て
い
る
。
ア
ニ
メ
で
は
小
さ
な
こ
と

で
は
変
わ
ら
な
い
の
だ
が
、
そ
の
人
に
と
っ
て

重
要
な
こ
と
の
選
択
で
未
来
が
変
わ
っ
て
い
っ

た
。

　
あ
の
時
こ
う
す
れ
ば
、
あ
の
時
あ
ん
な
こ
と

し
な
け
れ
ば
と
思
う
こ
と
は
誰
に
で
も
あ
る
と

思
う
。
し
か
し
そ
の
時
の
選
択
か
ら
な
る
未
来

は
誰
に
も
わ
か
ら
な
い
。
間
違
え
た
り
失
敗
し

た
こ
と
が
良
い
方
向
に
い
っ
た
り
、
自
分
が
良

か
れ
と
思
っ
た
行
動
が
裏
目
に
出
た
り
、
私
た

ち
は
何
が
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
。

　
現
実
で
は
ア
ニ
メ
の
よ
う
に
タ
イ
ム
マ
シ
ン

で
過
去
へ
行
き
あ
の
日
を
や
り
直
す
わ
け
に
は

い
か
な
い
の
だ
か
ら
私
た
ち
は
今
現
在
の
最
善

の
選
択
、
納
得
の
い
く
選
択
を
し
て
い
く
。

　
失
敗
や
成
功
を
し
な
が
ら
も
、
過
去
が
あ
る

か
ら
今
が
あ
る
、
と
言
え
る
よ
う
生
活
し
て
い

き
た
い
。

Ａ
・
Ｙ

第55号
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町
民
ま
つ
り
「
立
科
え
ん
で
こ
」
も
今
年
で

第
24
回
と
な
り
ま
し
た
。

　
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
、
地
域
の
方
と
の
交

流
や
、
懐
か
し
い
人
と
再
会
し
酒
を
酌
み
交
わ

す
の
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。

　
私
た
ち
も
そ
ん
な
楽
し
み
を
持
ち
つ
つ
尚
且

つ
祭
り
の
最
後
に
、
御
神
輿
で
大
い
に
も
り
上

が
り
、
立
科
町
を
元
気
に
し
よ
う
と
ガ
ン
バ
っ

て
い
ま
す
。

　
昔
（
…
ど
の
位
？
）
は
多
く
の
大
人
神
輿
が
、

各
地
域
、
部
落
を
代
表
し
て
参
加
し
て
い
ま
し

た
が
、
残
念
な
こ
と
に
現
在
で
は
、
４
地
区
と

蓼
科
高
校
生
神
輿
の
５
基
で
練
り
歩
く
の
み
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
神
輿
連
絡
会
を
発
足
し
た
の
は
、
各
単
会
ご

と
に
バ
ラ
バ
ラ
な
事
を
考
え
又
行
動
し
て
も
一

つ
の
「
祭
り
」
の
中
で
は
一
体
感
が
出
な
い
の

で
は
な
い
か
、
そ
し
て
廻
り
の
見
て
く
れ
て
い

る
人
達
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
な
い
の
で
は
な

い
か
？
と
の
思
い
か
ら
で
し
た
。

　
最
初
は
、
意
見
の
違
い
も
多
々
あ
り
時
に
は

喧
嘩
腰
の
話
に
な
る
事
も
何
度
か
…
。

　
そ
の
都
度
会
議
を
開
き
長
い
時
間
を
か
け
て

話
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を
ぶ
つ
け
合
い
、

尊
重
し
あ
い
、
調
和
を
と
れ
る
よ
う
努
力
を
積

み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
運
行
時
間
等
に
つ
い
て
も
、
当
初
指
摘
を
受

け
る
こ
と
も
あ
り
、
時
間
内
に
練
り
を
終
わ
ら

せ
る
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
「
運
行
計

画
」
も
何
度
も
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。

　
今
で
は
、
実
行
委
員
会
か
ら
も
「
運
行
は
任

せ
る
の
で
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
様
に
な
り

ま
し
た
。

　
最
後
ま
で
、
ご
覧
に
な
っ
た
事
の
な
い
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
こ
何
年

か
は
、
一
番
最
後
の
〆
と
し
て
、
ス
テ
ー
ジ
前

で
ご
御
泉
水
太
鼓
と
全
基
あ
わ
せ
て
の
練
り
で

盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
が
最
大
の
見
せ
場
で
す
、
お
祭
り
を
楽

し
む
な
ら
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
目
い
っ
ぱ
い

楽
し
も
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
蓼
科
高
校
生

達
も
「
地
域
の
高
校
こ
こ
に
あ
り
」
と
最
後
ま

で
練
っ
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
地
域
か
ら
大
人
神
輿
に
参
加
し
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
し
く
参
加
し
て
貰
え
る
皆
さ
ん
（
仲
間
）
を

大
い
に
期
待
し
、
待
っ
て
い
ま
す
。

　
お
祭
り
は
、
参
加
し
て
な
ん
ぼ
で
す
、
よ
り

多
勢
で
楽
し
も
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
長
い
時
間
の
中
で
培
っ
た
気
持
ち
を
一
つ
に

で
き
る
仲
間
た
ち
と
こ
れ
か
ら
も
、「
楽
し
く
」

「
格
好
よ
く
」「
元
気
の
出
る
」
神
輿
を
担
い
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
で
気
持
ち
を
合
わ
せ
て

立
科
町
神
輿
連
絡
会  

会
長
　
箕
輪 

義
則

　めぐり来る季節の中で古から継がれてきた伝統の行事や祭りが賑やかに繰り広げられています。
　東日本大震災の時に“絆”の大切さを再認識しました。地域ごとの祭りや町民祭りえんでこ等は
地域のつながりを実感できる瞬間です。絆を深めるための祭りを大切にしていきたい。その中でも
今号は祭りの盛りあげにかかせない大人神輿をご紹介します。

立科に活きる ─祭り編─
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８
月
第
１
週
の
土
曜
日
に
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
『
町
民
祭
・
え
ん
で
こ
』
そ
の
祭
り
の
最
後

を
盛
り
上
げ
る
『
御
神
輿
』
そ
し
て
ど
こ
よ
り

も
カ
ッ
コ
良
く
、
美
し
く
、
楽
し
く
担
い
で
い

る
、
純
白
の
集
団
が
『
祭
遊
会
』（
町
区
）
で
す
。

　
当
然
の
事
な
が
ら
『
え
ん
で
こ
』
の
当
日
は
、

最
大
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
う
の
で
す
が
、

神
輿
は
、
た
だ
当
日
楽
し
く
担
ぐ
だ
け
の
物
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
一
年
間
を
通
じ
て
よ
り

良
い
祭
り
が
出
来
る
様
他
の
神
輿
団
体
と
の
綿

密
な
打
合
せ
、
意
思
の
疎
通
を
図
っ
て
お
り
、

神
輿
だ
け
で
な
く
、
ど
の
様
に
し
た
ら
『
え
ん

で
こ
』
が
楽
し
く
盛
り
上
が
る
か
を
考
え
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
祭
遊
会
メ

ン
バ
ー
も
一
年
間
を

通
し
て
町
区
の
行
事
、

奉
仕
活
動
等
に
も
協

力
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
祭
遊
会
の
考
え
の

一
つ
に
、
お
祭
り
に

参
加
す
る
事
に
よ
り
、

若
者
か
ら
年
配
者
ま

で
が
、
同
じ
事
を
行

い
顔
見
知
り
に
な
り
、

そ
の
他
の
町
区
活
動
等
に
も
参
加
し
や
す
い
環

境
が
で
き
る
様
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
前
日
の
夜
は
、
宵
宮
と
い
う
こ
と
で
、
神
輿

を
組
立
て
そ
の
後
は
、
当
日
の
打
合
せ
等
を
メ

ン
バ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。
若
者
達
も
一
生
懸

命
神
輿
を
組
立
て
な
が
ら
、
当
日
の
祭
り
に
胸

を
躍
ら
せ
て
い
ま
す
。

　
『
え
ん
で
こ
』
は
町
民
参
加
型
の
祭
り
で
、

若
い
力
の
参
加
と
地
域
高
校
と
い
う
事
も
あ
り
、

蓼
科
高
校
の
生
徒
に
よ
る
高
校
生
神
輿
の
運
行

を
し
て
い
ま
す
が
、
祭
遊
会
と
し
て
協
力
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
『
え
ん
で
こ
』
は
、
町
民
参
加
型
の
祭
り
な

の
で
、
踊
り
も
神
輿
も
見
て
い
る
だ
け
で
は
、

楽
し
さ
が
半
減
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ど
う
せ
祭

り
に
来
る
な
ら
、
参
加
し
な
け
れ
ば
損
々
、
神

輿
に
参
加
し
て
、
一
緒
に
祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

ま
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
!!

芦
田
祭
遊
会祭

遊
会
小
頭
　
柳
沢
　
功

　
平
成
２
年
立
科
町
に
「
立
科
え
ん
で
こ
」
町

民
ま
つ
り
が
立
ち
上
が
り
、
塩
沢
み
こ
し
も
子

ど
も
み
こ
し
と
共
に
祭
り
に
繰
り
出
し
ま
し
た
。

み
こ
し
は
酒
樽
を
使
っ
た
手
作
り
の
み
こ
し
で
、

毎
年
一
か
ら
組
み
立
て
始
め
、
飾
り
付
け
ま
で

塩
沢
区
民
皆
さ
ん
の
手
を
借
り
な
が
ら
完
成
さ

せ
ま
す
。
２
週
間
前
の
作
成
日
か
ら
祭
り
当
日

ま
で
塩
沢
の
県
道
沿
い
に
み
こ
し
を
飾
る
と
と

も
に
、
み
ん
な
で
作
り
上
げ
た
思
い
思
い
の
看

板
も
飾
ら
れ
花
を
添
え
ま
す
。　
昨
年
か
ら
子

供
み
こ
し
も
樽
み
こ
し
と
な
り
、
大
小
の
樽
み

こ
し
が
練
り
歩
く
光
景
は
見
応
え
が
あ
り
ま
す
。

　
立
科
え
ん
で
こ
は
塩
沢
区
民
参
加
の
大
イ
ベ

ン
ト
と
も
い
え
ま
す
。
当
日
朝
か
ら
公
民
館
で

は
祭
り
で
振
る
舞
う
食
事
や
飲
み
物
の
準
備
が

始
ま
り
、
お
宮
前
で
は
子
供
み
こ
し
、
大
人
み

こ
し
と
も
最
後
の
飾
り
付
け
が
始
ま
り
ま
す
。

大
人
み
こ
し
に
は
、
子
供
の
誕
生
、
米
寿
の
祝

及
び
入
学
祝
等
、
各
家
庭
で
の
節
目
と
な
る
行

事
を
祝
う
提
灯
、
応
援
い
た
だ
い
た
企
業
提
灯

が
飾
ら
れ
、
出
発
の
準
備
が
整
い
ま
す
。　

　
芦
田
宿
周
辺
へ
繰
り
出
す
前
、
花
火
を
合
図

に
威
勢
の
良
い
掛
け
声
と
と
も
に
塩
沢
区
内
で

の
練
り
歩
き
が
始
ま
り
、
沿
道
で
は
区
民
の
皆

様
の
温
か
い
励
ま
し
が
い
た
る
と
こ
ろ
か
ら
聞

こ
え
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。
塩
沢
公
民
館
前

で
は
盛
大
に
「
ご
し
も
ち
」
の
振
舞
が
行
わ
れ
、

祝
提
灯
を
飾
っ
た
家
庭
の
前
で
は
担
ぎ
手
と
集

ま
っ
た
皆
さ
ん
と
共
に
一
本
締
め
で
祝
を
表
す
。

節
目
の
年
に
お
い
て
大
き
な
思
い
出
作
り
に
み

こ
し
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
約
２
時
間
か
け
練

り
歩
い
た
み
こ
し
は
、

祭
り
の
余
韻
を
塩
沢

に
残
し
芦
田
宿
周
辺

で
の
練
り
歩
き
に
向

け
塩
沢
を
後
に
し
ま

す
。
大
勢
の
皆
さ
ん

が
参
加
で
き
る
祭
り
、

大
勢
の
皆
さ
ん
に
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
祭

り
、
塩
沢
み
こ
し
の

コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。

塩
沢
区
民
み
ん
な
で

参
加
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

塩
沢
大
人
み
こ
し
実
行
委
員
長
　
三
宅 

裕
一
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冠
者
連
を
結
成
し
て
10
年
あ
ま
り
、
今
振
り

返
っ
て
見
る
と
い
ろ
い
ろ
な
事
が
あ
り
ま
し
た
。

野
方
区
で
は
、
青
年
部
を
主
体
に
神
輿
を
担
い

で
い
ま
し
た
が
人
数
の
減
少
と
、
も
っ
と
か
っ

こ
よ
く
担
げ
な
い
か
と
思
う
有
志
が
集
ま
り
半

纏
を
そ
ろ
え
冠
者
連
を
作
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
神
輿
の
改
造
、
軽
量
化
に
着
手
ほ
と

ん
ど
素
人
の
集
ま
り
で
す
。
延
べ
日
数
で
２
ヶ

月
間
掛
か
り
本
番
え
ん
で
こ
に
間
に
合
う
か
心

配
し
ま
し
た
。
苦
労
の
甲
斐
有
り
何
と
か
当
日

ま
で
に
は
間
に
合
い
担
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
秋
に
は
、
野
方
冠
者
大
明
神
の
例
大
祭
が
あ

り
野
方
区
の
主
要
道
路
に
燈
籠
を
設
置
し
ま
す

の
で
、
ご
通
行
の
さ
い
は
是
非
見
て
い
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
「
自
分
が
楽
し
も
う
」
１
人
が
楽
し
そ
う
だ

と
周
り
の
人
も
楽
し
く
な
る
の
で
は
を
も
っ
と

う
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
立
科
町
え
ん
で
こ
祭
り
に
お
い
て
は
、
神
輿

連
絡
会
の
み
な
さ
ん
と
毎
年
変
わ
っ
た
コ
ー
ス

を
考
え
神
輿
の
運
行
時
間
・
締
め
の
タ
イ
ミ
ン

グ
・
御
泉
水
太
鼓
の
み
な
さ
ん
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
等
あ
る
時
は
役
場
の
担
当
職
員
の

方
と
話
し
合
い
会
議
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
町
民
ま
つ
り
立
科
え
ん
で
こ
に
は
毎
年
参
加

し
て
お
り
ま
す
が
年
々
参
加
人
数
が
少
な
く
な

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
先
に
記
し
た
よ
う
に

自
分
「
町
民
」
が
楽
し
け
れ
ば
町
外
の
み
な
さ

ん
も
楽
し
か
っ
た
又
立
科
行
こ
う
よ
と
い
う
ふ

う
に
な
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
中
山
道
の
宿
場
町
、
何
か
い
い
祭
り
を
盛
り

上
げ
る
方
法
を
神
輿
連
絡
会
の
み
な
さ
ん
と
考

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

冠
者
連

冠
者
連
頭
　
山
浦 

正
良

　
そ
れ
は
自
分
に
と
っ
て
衝
撃
的
な
出
来
事
で
し
た
。

正
直
そ
れ
ま
で
あ
ま
り
興
味
が
な
か
っ
た
お
祭
り
に

知
人
に
誘
わ
れ
て
出
掛
け
ま
し
た
。
そ
こ
で
あ
る
地
区
の
神
輿
を
担
ぐ
機
会
が
あ
り
、
試
し
に
担
い

で
み
ま
し
た
。
は
じ
め
は
神
輿
の
重
さ
に
肩
が
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
に
神
輿
の

動
き
に
体
を
任
せ
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
痛
み
も
無
く
な
り
、
逆
に
楽
し
く
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

　
赤
沢
区
に
は
子
供
神
輿
は
あ
り
ま
し
た
が
「
こ
れ
は
も
う
や
る
っ
き
ゃ
な
い
」。
そ
の
ま
ま
区
の

テ
ン
ト
に
戻
り
、「
来
年
赤
沢
区
の
大
人
神
輿
を
担
ぎ
ま
す
！
」
と
宣

言
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
そ
の
後
が
大
変
で
し
た
。
ま
ず
神
輿
の
製
作
で
す
が
、
日
向

地
区
の
山
浦
正
利
さ
ん
に
草
案
を
見
せ
て
全
て
手
作
り
し
て
頂
き
ま
し

た
。
メ
ン
バ
ー
皆
で
手
分
け
し
て
塗
装
も
し
ま
し
た
。
出
来
合
い
の
神

輿
も
い
い
け
れ
ど
自
分
た
ち
で
心
を
込
め
て
作
っ
た
神
輿
は
と
て
も
立

派
だ
と
思
い
ま
す
。

　
次
に
衣
装
で
す
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
暁
の
ロ
ゴ
が
背
中
に
入
っ
た
法
被
と

ダ
ボ
シ
ャ
ツ
、
担
ぎ
手
は
全
員
黒
ず
く
め
と
い
っ
た
独
特
な
ス
タ
イ
ル
で

す
。
平
成
16
年
夏
、
暁
会
は
町
民
祭
り
え
ん
で
こ
に
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　
現
在
会
員
47
名
、
夏
の
お
祭
り
だ
け
で
な
く
秋
の
蓼
科
山
登
山
、
冬

の
綱
引
き
等
一
年
を
通
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
赤
沢
区
、
ひ
い
て
は
立
科
町
の
発
展
の
為
に
少
し
で
も
貢
献
出
来
た

ら
幸
い
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
声
を
掛
け
て
く

だ
さ
い
。
暁
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
そ
ち
ら
も
ヨ
ロ
シ
ク
！

　
最
後
に
日
頃
か
ら
暁
会
に
ご
協
力
ご
理
解
を
頂
い
て
い
ま
す
赤
沢
区
の
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

 

暁
会
代
表　
山
木
富
士
男
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分館対抗球技大会

少年スポーツ大会

　
８
月
18
日
㈰
、
澄
み
渡
る
青
空
の
下
、
分
館
対
抗
球
技
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
25
回
・
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
は
39
回
を
迎
え
、
ど
の
試
合
も
緊
張
感
の
あ
る
白
熱
し

た
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。
選
手
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
さ

ん
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル　
　
　
　
　
　
■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
優　
勝　
　
町
分
館　
　
　
　
　
優　
勝　
　
宇
山
連
合
分
館

　
準
優
勝　
　
大
城
分
館　
　
　
　
準
優
勝　
　
町
分
館

　
三　
位　
　
山
部
連
合
分
館　
　
三　
位　
　
山
部
連
合
分
館

　
　
〃　
　
　
茂
田
井
分
館　
　
　
　
〃　
　
　
茂
田
井
分
館

　
８
月
25
日
㈰
、
小
学
生
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
（
14
チ
ー
ム
）・
中
学
生

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
22
チ
ー
ム
）
を
立
科
中
学
校
及
び
体
育
セ

ン
タ
ー
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム
の
み
ん
な
と
力
を
合
わ
せ
、

懸
命
に
プ
レ
ー
し
て
い
る
姿
、
大
き
な
声
で
応
援
し
て
い
る
子
ど
も

達
の
元
気
な
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、
例
年
行
っ
て
い
ま
す
小

学
生
低
学
年
以
下
を
対
象
に
し
た
、
に
じ
ま
す
の
つ
か
み
取
り
は
雨

の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル　
　
　
　
　
　
　
　
■
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優　
勝　
山
部
連
合
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ　
　

  

優　
勝　
　
山
部
Ａ

準
優
勝　
ス
タ
ー
ヒ
ル
ズ
大
城　
　
　
　
準
優
勝　
　
山
部
Ｃ

三　
位　
牛
鹿
Ａ　
　
　
　
　
　
　
　
　
三　
位　
　
桐
原
Ｂ

　
〃　
　
古
町　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃　
　
　
宇
山
Ｂ

　立科町教育委員会は、平成26年度成人式のア
トラクションの企画・運営を行う実行委員を募集
します。20歳を迎える皆さんのアイディアを生か
して、心に残る成人式を一緒に作ってみませんか。
お友達と参加していただいても構いませんので、
少しでも興味のある方はぜひご連絡お願いします。

■対 象 者　平成６年４月２日～平成７年４月１日生まれの方
■募集人数　５～７名程度
■応募締切　平成26年５月23日㈮
■応募方法　電話、メールのいずれかの方法で中央公民館

まで。教育委員会窓口へお越しいただいても結構です。
住所・氏名・連絡先・生年月日をお知らせください。

お問い合わせ先　立科町中央公民館　TEL. 56－2311　　E-mail　kouminkan@town.tateshina.jp

平成26年度 成人式実行委員募集！
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なぜだろう？ 科学体験館

　

こ
の
４
月
よ
り
館
長
を
拝
命
し
ま

し
た
の
で
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

戦
後
に
な
っ
て
日
本
の
津
々
浦
々

に
今
あ
る
よ
う
な
公
民
館
の
ス
タ
イ

ル
が
発
足
し
、
社
会
教
育
・
行
政
と

の
パ
イ
プ
役
・
地
域
の
絆
作
り
等
に

大
き
な
役
割
を
演
じ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
昨
今
、
こ
れ
ま
で

連
綿
と
続
い
て
き
た
社
会
構
造
や
家

族
制
度
が
、
良
く
も
悪
く
も
個
人
主

義
的
な
生
活
観
の
進
展
と
と
も
に
壊

れ
、
し
か
も
こ
こ
に
き
て
の
著
し
い
少

子
化
の
進
行
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
希
薄

化
に
拍
車
が
掛
か
っ
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
実
は
、
現
代
は
こ
れ
ま
で
に

も
増
し
て
人
間
関
係
の
再
構
築
が
必
要

な
時
代
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
科
学
技
術
や
社
会
の
進
歩
及
び

進
化
は
、
聞
こ
え
は
良
い
で
す
が
、

「
進
化
」
は
裏
を
返
す
と
「
特
殊
化
」

な
の
で
あ
っ
て
、
幾
多
の
困
難
を
乗
り

越
え
て
き
た
人
間
の
知
恵
が
伝
承
さ
れ

な
い
た
め
に
自
分
が
属
す
る
組
織
的
ま

た
は
社
会
的
な
危
機
や
緊
急
時
に
対
応

で
き
な
く
な
る
心
配
が
あ
り
ま
す
。

　
豊
か
さ
と
は
多
様
性
で
あ
っ
て
、
世

代
間
を
越
え
た
交
流
が
公
民
館
活
動
の

中
で
育
ま
れ
発
展
し
、
地
域
の
多
く
の

生
活
の
知
恵
や
文
化
が
伝
承
さ
れ
て
い

く
た
め
の
一
助
を
担
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

北
か
ら
の
風
を
受
け
入
れ
午
睡
す
る
炎
暑
さ
な
か
の
極
致
・
幸
せ	

中
村　

雅
法

権
現
の
嬉
聞
耳
地
蔵
尊
の
お
お
ら
か
な
笑
顔
に
わ
れ
も
あ
や
か
り
た
く
て	

大
沢　
　

丸

柳
蘭
の
綿
毛
飛
ば
せ
て
吹
く
風
は
頬
に
す
が
し
く
秋
立
つ
匂
い	

後
藤
せ
い
子

猛
暑
し
ず
ま
り
桶
の
仕
込
み
味
噌
発
酵
の
旨
き
香
が
た
つ
長
月
は
じ
め	

岩
下　

友
子

立科土笛短歌会

歌   壇
な
ぜ
伝
承
は
必
要
か

公
民
館
長　

宮
坂　
　

晃

第41回 文化展開催子どもゆめ基金助成事業

公民館生涯学習講座「立科すずらん学級」

　
公
民
館
で
は
、
文
化
活
動
の
発
表
の
場
で
あ

る
文
化
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
文
化
展
で
は
、
町
内
の
創
作
グ
ル
ー
プ
や
友

好
都
市
神
奈
川
県
愛
川
町
の
皆
さ
ん
の
作
品
な

ど
が
出
品
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
で
か
け
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
良

い
機
会
で
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
出
品
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
出
品
申
込
に
つ

い
て
は
分
館
長
さ
ん
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■ 

期
日　
11
月
１
日
㈮
～
３
日
㈰

■ 

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

　
　
　
　

 （
３
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

■ 

場
所　
中
央
公
民
館
及
び

　
　
　
　

 

ふ
る
さ
と
交
流
館
「
芦
田
宿
」

■ 日時　10月14日（月・祝）
　 　　　午前10時〜午後３時
■ 場所　立科町中央公民館
■ 定員　限定50名
■ 対象　３才以上の幼児（保護者同伴）〜小学生
■ 持ち物　お弁当、参加費200円（工作材料代）
　　　　　 ※当日徴収致します。
■ 申込締切　10月８日㈫までに中央公民館へ
　　　　　　 お申し込みください。

郷
土
の
歴
史
文
化
を
学
ぶ
教
室

（
道
端
に
あ
る
石
造
物
め
ぐ
り
）

■ 

日
時　

 

11
月
８
日
㈮

　

 　
　
　

 

午
後
1
時
30
分
〜
３
時
30
分

■ 

場
所　

 

町
内（
集
合
：
中
央
公
民
館
玄
関
前
）

■ 

内
容　
道
の
傍
ら
に
ひ
っ
そ
り
と
建
っ

て
い
る
道
祖
神
な
ど
の
石
造
物
を
中
央

公
民
館
周
辺
を
歩
い
て
巡
る
教
室
で
す
。

■ 

参
加
費　
３
０
０
円
（
保
険
料
代
）

■ 

定
員　
20
名 （
先
着
順
）

■ 

申
込　
10
月
31
日
㈭
ま
で
に
社
会
教
育

人
権
政
策
係
ま
で
。（
要
申
し
込
み
）

■ 

お
問
い
合
わ
せ
先

　

 

立
科
町
公
民
館
〔
有
線
４
０
０
０
〕）

　

 

社
会
教
育
人
権
政
策
係〔
有
線
２
３
１
１
㈹
〕

参加者
募　集

参加者
募　集

作品
募集

たのしいこと
　ふしぎなこと
いっぱい
用意しています

　午前中、
科学体験をします
午後は工作も
　　　やります
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ふるさと発見！
信州あるある
加瀬清志／編
（しなのき書房）

日本酒で愉しむ
信州の二十四節気
宮坂直孝／文
横山タカ子／料理
（信濃毎日出版社）

思わず人に話したくなる長野学
県民学研究会／編（洋泉社）

浪漫あふれる
信州の洋館
北原広子／文
（信濃毎日出版社）

図書室だより図書室だより お願いお願い 返却期限は守りましょう。本の予約待ちをしている人も
いますので借りた本は期限内に返却をお願いします。

戦争の嘆き
原田　要／著（イッツ・エンタープライズ）

新着図書 年間貸し出しランキング

寄贈者（順不同・敬称略）

図書室利用案内

●月曜日～土曜日
　午前９時30分～午後６時（土曜日は午後５時）
●日曜・祭日　　 午後１時～午後５時
＊お一人  ４冊まで  ２週間借りられます

開室時間

日時　10月30日㈭　午前10時30分～
場所　中央公民館　視聴覚室
対象　０歳児～
今月のテーマ　「のりもの」
大型絵本・パネルシアターなど親子でお楽しみください

お知らせ 「ちゅうりっぷの会」による

たくさん本を寄贈していただき、ありがとうございました。
紙面にてお礼にかえさせていただきます。

一般書
１位　虚像の道化師	 （東野　圭吾／著）
２位　神様のカルテ３	 （夏川　草介／著）
２位　白ゆき姫殺人事件	 （湊　かなえ／著）　
４位　ナミヤ雑貨店の奇蹟	 （東野　圭吾／著）
４位　鍵のない夢を見る	 （辻村　深雪／著）

絵本・児童書
１位　なぞなぞのみせ	 （石津　ちひろ／作）
１位　さかさことばでうんどうかい	 （西村　敏雄／作）
１位　どんぐりむらのぱんやさん	 （なかや　みわ／さく）
４位　かいけつゾロリのメカメカ大さくせん	（原　ゆたか／作　絵）
５位　事件だよ！全員集合	 （杉山　亮／作）

　子どもの頃から本が好きで、毎日学校の図書館へ通ってい
たのに、大人になったら本に触れることが少なくなっていま
した。「読みたい」と思い購入した本も最後まで読み終えず
にしまったままになっていました。
　そんな中、また本と触れあうようになったきっかけは、我
が子たちへの絵本の読みきかせでした。我が家では、毎晩絵
本を読んでから寝ることが習慣になっていますが、子どもた
ちは絵本を読む（見る）ひと時を楽しみにしています。私も
「今日はどんな絵本に出会えるのか」そして子どもと絵本を
通して触れあうひと時に幸せを感じます。
　立科町の図書室には、子どもたちの大好きな絵本がたくさ
んあって、７年程通っていますが、読んでいない本がまだま
だたくさんあります。
　今年４月号の館報図書室だよりに、立科町の「夢の図書
館」設立当時についての記事が掲載されました。町の図書室
が、持ち寄って創られた手作り図書館であったことを初めて
知りました。そういえば、借りてきた本の中に寄贈された方
のお名前が書かれている本がいくつもあります。おかげで私
も我が子もたくさんの絵本から夢や希望、笑いや思いやりを
育み、心の栄養となっています。
　いつか我が家にあるお気に入りの絵本たちも、夢の図書館
の仲間入りする日が来るのでしょう。

今井 亜紀
（細谷）

本と私

（2012.9～2013.8貸し出し）

〔本〕山田　　繁　　〔蓼科〕　　竹花　初雄　〔滝神〕
	 塩澤　　登　〔茂田井〕　　遠山　景子　〔立石〕
	 田口　美鈴　〔長和町〕

〔現金〕井出　雅子〔古町〕　　　　　　　他　匿名

乳幼児のためのおはなし会

信
州
発
が

お
も
し
ろ
い
！
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編
集
後
記

　
今
年
も
暑
か
っ
た
夏
が
過
ぎ
去
り
、
だ

い
ぶ
涼
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
は
、
９
月
１
日
は
何
の
日
か
ご

存
知
で
す
か
？
９
月
１
日
は
防
災
の
日
で

す
。
今
年
も
各
地
域
で
、
防
災
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
立
科
町
で
も
午
前
中
に
各

部
落
で
防
災
訓
練
が
あ
り
、
公
民
館
に
集

合
し
非
難
場
所
の
確
認
や
要
救
助
者
の
確

認
を
行
な
い
防
災
訓
練
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
最
近
は
、
足
元
を
す
く
う
程
の
ゲ
リ
ラ

豪
雨
、
10
分
も
し
な
い
う
ち
に
地
下
駐
車

場
が
水
浸
し
に
な
り
、
道
路
を
走
っ
て
い

る
車
が
動
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

道
な
の
か
歩
道
な
の
か
訳
が
わ
か
ら
な
く

な
っ
て
い
る
始
末
で
す
。
さ
ら
に
は
竜
巻

で
す
。
私
も
ニ
ュ
ー
ス
で
見
た
の
で
す
が
、

は
じ
め
は
空
に
糸
状
の
物
が
、
そ
れ
が
大

き
く
な
り
竜
巻
に
な
っ
て
い
く
。
風
も
強

く
な
り
、
住
宅
の
屋
根
が
飛
ば
さ
れ
た
り

大
き
な
木
が
根
っ
こ
か
ら
倒
れ
た
り
し
て

い
ま
し
た
。

　
立
科
町
は
こ
こ
最
近
、
災
害
と
い
う
災

害
は
起
き
て
い
な
い
と
聞
き
ま
す
が
、
い

つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
災
害
に
た
い
し
て
、

自
分
自
身
気
を
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

Ｋ
・
Ｓ

　
私
は
か
ね
て
か
ら
、
陣
内
森
林
公
園
の
売
店

と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
、（
現
在
は
無
料
休
憩

所
）
立
派
で
大
き
な
キ
ャ
ビ
ン
風
の
建
物
で
、

絵
の
展
覧
会
を
開
け
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
４
月
に
役
場
農
林
課
に
相
談
す
る

と
快
く
そ
の
趣
旨
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
急

遽
５
月
３
日
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
準
備
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
達「
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
☆
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｙ  

ｆ
ｒ
ｏ
ｍ

蓼
科
高
校
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
ク
ラ
ブ
」
は
、
高
校
生
部

員
と
そ
の
卒
業
生
で
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ク

ラ
ブ
活
動
は
１
９
９
９
年
に
４
名
か
ら
始
ま
り

今
年
15
年
目
に
な
り
ま
す
。

　
最
初
は
、
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
も
聴
き
慣
れ
て
い
な
く

て
上
手
な
演
奏
も
出
来
ず
、
ま
た
演
奏
す
る
場

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
ク
ラ
ブ
顧

　
地
元
中
尾
の
方
の
山
林
か
ら
寺
島
林
業
の
協

力
を
得
て
二
十
数
本
の
町
内
の
雑
木
を
切
り
出

し
、
エ
ー
ス
㈱
の
協
力
で
会
場
に
設
置
。
建
材

用
の
鉄
の
メ
ッ
シ
ュ
と
雑
木
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ

て
絵
を
掛
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
陣
内

マ
ス
セ
ン
タ
ー
の
協
力
で
案
内
看
板
も
設
置
し

ま
し
た
。

　
県
道
を
通
る
観
光
客
の
方
々
は
も
ち
ろ
ん
、

５
月
11
日
に
は
信
濃
毎
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た

り
、
蓼
科
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
も
放
送
さ
れ
、

立
科
町
の
方
も
大
勢
訪
れ
て
、
豊
か
な
自
然
環

境
の
中
で
絵
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
方
の
理
解
と
協
力
の
元
、
明
る

く
楽
し
い
絵
画
展
は
、
好
評
の
う
ち
に
終
わ
り

問
の
齋
藤
研
郎
先
生
は
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
の
楽
し
さ
を

教
え
て
く
だ
さ
り
、
ま
た
演
奏
の
機
会
を
作
っ

て
頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て
２
０
０
１
年
に
東
京

ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

出
演
し
、
改
め
て
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
を
学
ぶ
き
っ
か
け

と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
２
０
０
４
年
に
映

画
「
ス
ウ
ィ
ン
グ
ガ
ー
ル
ズ
」
の
モ
デ
ル
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
と
も
な
り
、
沢
山
演

奏
の
場
を
頂
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

中
で
ト
イ
ズ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
前
会
長
の
井
出
孝

光
様
の
支
援
に
よ
り
２
０
０
７
年
、
２
０
０
８

年
と
続
け
て
Ｃ
Ｄ
を
出
さ
せ
て
頂
き
、
ま
た
、

バ
ン
ド
活
動
に
お
い
て
も
様
々
な
援
助
を
頂
き

ま
し
た
。
近
年
で
は
、
２
０
１
１
年
に
発
売
し

た
３
枚
目
Ｃ
Ｄ
で
共
演
し
ま
し
た
プ
ロ
ジ
ャ
ズ

ま
し
た
。
今
ま
で
数
多
く
の
展
覧
会
を
開
い
て

き
た
中
で
も
こ
ん
な
素
敵
な
展
覧
会
は
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
こ
の
場
所
が
立
科

町
の
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
的
な
、
文
化
・
芸
術
の

発
信
基
地
の
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
た
ら
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

ピ
ア
ニ
ス
ト
椎
名
豊
さ
ん
に
特
別
顧
問
に
な
っ

て
頂
き
ま
し
た
！

　
継
続
は
力
な
り
と
あ
り
ま
す
が
、
自
分
達
だ

け
で
な
く
沢
山
の
方
々
の
力
が
バ
ン
ド
の
力
に

な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
続
け

て
活
動
で
き
た
の
も
、

ク
ラ
ブ
開
始
当
初
か

ら
応
援
し
て
頂
い
た

前
町
長
の
故
遠
山
順

孝
氏
を
は
じ
め
地
域

の
皆
様
の
お
陰
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
感
謝
を

込
め
て
元
気
に
演
奏

し
て
い
き
た
い
で
す
。

 
リ
レ
ー
回
想

 

ク
ラ
ブ
訪
問

森
の
中
の
展
覧
会
を
開
い
て

�

鉾
木　

伸
吉
（
中
尾
）

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
☆
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｙ 
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蓼
科
高
校
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
ク
ラ
ブ

武
重 

真
由
美
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平成26年度 保育所入所希望児童の
入所説明会の開催 及び 申込受付について

　10月１日付けで、林茂さんが法務大臣より立科町担当の人権擁護委員として再委嘱されま
した。人権擁護委員は憲法で保障されている国民の基本的人権（生命、自由及び幸福追求等
の権利）が侵犯されることのないように監視し、もしこれが侵犯された場合には、その救済
のため速やかに適切な措置をとるとともに、常に自由人権思想の普及高揚に努めることを使
命とし、自由人権思想に関する啓発宣伝や人権擁護運動に取り組み、人権侵犯事件があった
場合には、その救済のために調査及び情報の収集を行い、法務省人権擁護局（長野県の場合

は長野地方法務局）への報告、あるいは関係機関に対しての告発・勧告を行う等、幅広く人権の擁護に努めています。
　また、心配ごとやいじめ等の相談にも応じていただきます。
　現在、立科町では林さんのほか、浦野健司さん、岩下一平さん、関紀子さんの計４名の人権擁護委員が活躍されて
います。

人権擁護委員に林茂さんが再委嘱される

教育委員会

たてしな保育園

人権が尊重される社会 人 権 だ より 人権センター(社会教育人権政策係)

林　　茂 氏

　平成26年４月から、保育所入所を希望する児童の入所説明会を次により行います。　　

　保育所は児童福祉施設ですので、昼間家族で保育できない児童が入所する施設です。具体的には、両親・同
居親族等が、就労や病気・出産等により児童の保育ができないと認められる場合です。

　平成26年４月から入所を希望するお子さんを対象として行います。（４月以降の入所を予定している場合も
出席ください。）
　★ 日　時　　10月31日（木)　午後７時00分～
　★ 場　所　　たてしな保育園 遊戯室　【託児もあります】

　たてしな保育園、児童館、白樺高原観光センター、教育委員会にあります。
　また、入所説明会々場でお渡しします。

　★ 期　間　　11月４日㈪～11月18日㈪
　★ 提出先　　たてしな保育園、児童館、白樺高原観光センター
　★ お問い合わせ先　　たてしな保育園　　有線2100・電話56－0022

　長野市篠ノ井出身のヴァイオリン奏者荒
あら

井
い

雅
まさ

至
のり

さんが主宰する、弦楽アンサンブルコンサートを
開催しますので町民の皆さんお出かけください。

期　日　　10月８日㈫　午後２時～
場　所　　立科中学校　体育館
お問い合わせ先　　教育委員会

★ 入所できる児童

★ 入所説明会

★ 入所申込書について

★ 入所申込期間及び提出先

弦楽アンサンブルコンサートにお出かけください 教育委員会

入場
無料
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思
春
期
に
あ
る
児
童
・
生
徒
の
「
い
じ
め
」

を
テ
ー
マ
に
、
現
代
の
子
ど
も
た
ち
の
成
長
上

の
危あ

や

う
さ
と
、
そ
れ
が
は
る
か
遠
い
過
去
の
も

の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
大
人
に
と
っ
て
、
ま
こ

と
に
不
可
解
な
子
ど
も
の
心
理
を
、
克こ

く

明め
い

に
描

い
た
小
説
が
あ
り
ま
す
。　

　
と
申
し
上
げ
ま
し
て
も
、
む
ろ
ん
、
こ
の
よ

う
な
小
説
を
す
べ
て
把は

握あ
く

し
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
老
生
が
読
ん
だ
本
は
、
広
大
な

砂
丘
の
一
握
り
の
砂
の
た
と
え
の
如ご

と

く
、
ご
く

わ
ず
か
で
す
の
で
、
次
の
小
説
２
冊
と
の
出
会

い
は
奇
跡
に
近
い
偶
然
で
あ
り
、
不
思
議
な
縁え

に
し

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
小
説
は
、「
風ふ

う

葬そ
う

の
教
室
」（
山や

ま

田だ

詠え
い

美み

著
・
河
出
書
房
新
社
発
行
）
と
「
沈ち

ん

黙も
く

の
町
で
」

（
奥お

く

田だ

英ひ
で

朗お

著
・
朝
日
新
聞
出
版
発
行
）
で
す
。

　
共
に
直
木
賞
受
賞
作
家
に
よ
る
、
こ
の
２
作

品
は
、
児
童
・
生
徒
の
「
い
じ
め
」
に
関
心
を

抱
い
て
い
る
方
に
は
、
格か

っ

好こ
う

の
「
生
徒
指
導
研

修
資
料
」
で
す
。
著
者
に
と
っ
て
は
不
本
意
な

読
み
方
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
親
御
さ
ん
や
先

生
方
に
は
、「
い
じ
め
」
を
根こ

ん

絶ぜ
つ

す
る
た
め
に
、

そ
し
て
、「
い
じ
め
」
を
原
因
と
す
る
子
ど
も

の
痛
ま
し
い
死
を
な
く
す
た
め
に
、
児
童
・
生

徒
理
解
と
い
う
生
徒
指
導
の
観
点
か
ら
一
読
さ

れ
ま
す
こ
と
を
お
薦す

す

め
致
し
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
繁は

ん

忙ぼ
う

な
日
常
生
活
に
お
い

て
、
多
く
の
方
は
、
本
を
じ
っ
く
り
読
ん
で
、

我
が
身
を
振
り
返
る
と
い
う
よ
う
な
余
裕
が
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
推す

い

薦せ
ん

さ
れ
て
も
、

す
ぐ
に
そ
の
本
を
読
む
余
裕
は
な
く
、
一
冊
の

本
を
読
破
す
る
た
め
の
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
時

間
を
持
て
な
い
の
が
現
実
な
の
で
し
ょ
う
。

　
し
た
が
っ
て
、
ま
こ
と
に
失
礼
で
す
が
、
こ

の
２
冊
の
小
説
を
実
際
に
手
に
さ
れ
る
方
は
、

き
わ
め
て
少
数
か
と
存
じ
ま
す
。
し
か
し
、
そ

れ
は
、
…
…
や
は
り
非
常
に
残
念
で
す
が
、
致

し
方
な
い
こ
と
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
な
ぜ

な
ら
、
も
と
も
と
、
大
人
に
、
子
ど
も
の
内
面

を
理
解
す
る
目
的
で
本
を
読
む
、
と
い
う
心
身

の
ゆ
と
り
や
元
気
が
あ
れ
ば
、
子
ど
も
の
世
界

で
深
刻
な
「
い
じ
め
」
は
起
こ
っ
て
い
な
い
と

思
わ
れ
る
か
ら
で
す
。

　
そ
こ
で
、
少
な
か
ら
ぬ
ジ
レ
ン
マ
を
覚
え
つ

つ
、「
風
葬
の
教
室
」
及
び
「
沈
黙
の
町
で
」

か
ら
学
び
た
い
生
徒
指
導
上
の
教
訓
や
警け

い

句く

を

紹
介
致
し
ま
す
。
個
人
的
な
「
偶
然
の
出
会

い
」
の
押
し
つ
け
に
な
っ
た
と
し
て
も
、「
伝

え
る
こ
と
」
が
老
い
の
役
割
と
責
任
で
あ
り
、

古
い
世
代
が
口
を
閉
ざ
し
て
し
ま
え
ば
、
こ
の

「
直
き
心
」
の
国
・
日
本
の
未
来
に
不
可
欠
な

「
伝で

ん

承し
ょ
う」

と
い
う
営い

と
なみ

が
途
切
れ
て
し
ま
う
と

案
じ
て
い
る
か
ら
で
す
。　

　
と
同
時
に
、「
思
春
期
に
あ
る
児
童
・
生
徒

の
い
じ
め
心
理
」
の
す
べ
て
を
理
解
す
る
こ
と

は
到と

う

底て
い

で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
の
複
雑
で
、
危
う

い
心
理
状
態
に
つ
い
て
は
、
大
人
も
子
ど
も
も

承
知
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
願
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。

「
風
葬
の
教
室
」　　
　
　

　
転
校
生
の
小
学
５
年
生
女じ

ょ

児じ

が
、
陰い

ん

湿し
つ

な
い

じ
め
に
遭あ

う
。
そ
の
き
っ
か
け
も
、
そ
れ
が
エ

ス
カ
レ
ー
ト
し
た
の
も
、
若
い
男
性
体
育
教
師

の
「
他
人
の
迷
惑
を
考
え
な
い
人
の
好よ

さ
」
と

「
明
る
く
、
快
活
な
鈍ど

ん

感か
ん

さ
」。
そ
し
て
、
子
供

た
ち
に
迎げ

い

合ご
う

し
た
方
が
楽
で
あ
る
こ
と
を
悟さ

と

っ

て
い
た
女
性
学
級
担
任
の
「
波
に
逆
ら
わ
な
い

安
楽
さ
」。

　

こ
の
よ
う
な
教
師
の
無む

頓と
ん

着ち
ゃ
く
な
言
動
は
、

「
生
ま
れ
て
し
ま
っ
た
人
間
は
、
も
う
変
え
ら

れ
な
い
も
の
を
体
の
芯し

ん

に
持
っ
て
い
る
と
思
い
、

ど
こ
に
行
っ
て
も
、
私
自
身
で
あ
る
こ
と
を
変

え
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
決
心
し
、
新
し
い
教

室
で
も
水
の
よ
う
な
人
生
を
望
ん
だ
」
女
児
の

気
持
ち
と
交ま

じ

わ
る
こ
と
は
な
く
、
子
ど
も
特
有

の
傲ご

う

慢ま
ん

さ
を
剥む

き
出
し
に
す
る
こ
と
を
煽あ

お

っ
て

し
ま
う
。

♠

　
「（
体
育
教
師
は
）
本
当
に
何
も
解わ

か

っ
て
い
な

い
人
で
す
。
彼
の
言
葉
が
私
を
救
う
こ
と
に
な

る
筈は

ず

が
な
い
の
に
、
何な

故ぜ

気
が
つ
か
な
い
の
で

し
ょ
う
。
私
は
、
情
け
な
く
な
っ
て
し
ゃ
く
り

上
げ
ま
し
た
。」（
女
児
）♠

　
学
級
担
任
の
先
生
が
言
い
ま
し
た
。「
こ
ん

な
育
ち
の
悪
い
子
、
見
た
こ
と
な
い
わ
！
」
私

は
自
分
の
耳
を
疑
い
ま
し
た
。〈
中
略
〉
誰
も

知
ら
な
い
の
に
。
私
が
、
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し

い
人
々
に
囲
ま
れ
て
育
っ
た
の
か
誰
も
知
ら
な

い
の
に
。
私
は
怒
り
で
教
室
じ
ゅ
う
が
ぐ
る
ぐ

シリーズ　一緒に考えましょう！

立科町教育相談員　岩上起美男

小説から学ぶ
「思春期にある児童・生徒の

いじめ心理」

教育委員会相談時間等

●立科小学校/午前９時〜午前11時30分 
　電話 56−3131 （呼）・有線2190（呼）
●立科中学校／午後２時〜午後５時
　電話 56−1076（呼）・有線2251（呼）
●立科町児童館／
　午前 11時40分〜午後１時30分
　電話 56−0303（直通）
　有線 8889（直通）

※予約をされる方は児童館または小・中学校の
　教頭先生へご連絡をお願いします。

月・水・金曜日
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ぶ
水
草
の
よ
う
に
、
根
っ
こ
が
な
く
、
不
安
定

な
の
だ
。
お
ま
け
に
集
団
の
空
気
に
い
と
も
簡

単
に
呑の

み
込
ま
れ
、
流
さ
れ
る
。
ゲ
ー
ム
と
現

実
の
区
別
が
も
っ
と
も
つ
き
に
く
い
年
代
で
、

そ
れ
ゆ
え
中
学
生
に
は
陰い

ん

惨さ
ん

な
事
件
が
多
い
。

♠

　
「
お
れ
な
、
今
の
中
学
生
は
携
帯
電
話
と

ネ
ッ
ト
が
あ
る
か
ら
、
教
師
な
が
ら
生
徒
を
気

の
毒
に
思
う
と
き
が
あ
る
ん
だ
よ
ね
。（
ネ
ッ

ト
で
）
自
由
に
も
の
を
言
え
る
よ
う
に
な
っ

ち
ゃ
っ
て
、
彼
ら
は
生な

ま

身み

の
人
間
を
充
分
経
験

し
て
い
な
い
か
ら
、
死
ね
だ
の
、
ゴ
ミ
だ
の
、

ひ
ど
い
言
葉
を
平
気
で
発
信
す
る
わ
け
よ
。」

♠

　
中
学
生
は
、
親
や
教
師
へ
の
告つ

げ
口
を
忌い

み

嫌
い
、
告
げ
口
し
て
仲
間
を
売
る
く
ら
い
な
ら
、

自
分
で
罪
を
被か

ぶ

っ
て
し
ま
う
。

♠

　
中
学
生
は
事
の
重
大
さ
が
わ
か
ら
な
い
。
だ

か
ら
、
単
純
な
ヒ
ロ
イ
ズ
ム
に
侵お

か

さ
れ
、
周
囲

に
誤
解
を
与
え
る
。
中
学
生
は
、
命
の
尊
さ
も
、

人
生
の
意
義
も
、
人
の
気
持
ち
も
、
ち
ゃ
ん
と

わ
か
っ
て
は
い
な
い
の
だ
。

♠

　
Ｋ
署
が
、
生
徒
に
二
度
目
の
聞
き
取
り
調
査

を
し
た
ら
、
新
た
な
証
言
が
次
々
と
出
て
き
た

の
で
、
学
級
担
任
教
師
は
驚
く
と
と
も
に
、
あ

ら
た
め
て
生
徒
指
導
の
難む

ず
かし

さ
を
痛
感
し
た
。

中
学
生
は
、
鳥
の
群
れ
の
よ
う
な
も
の
だ
。
み

な
が
飛
ぶ
方
に
自
然
と
身
体
が
反
応
し
、
考
え

も
な
く
つ
い
て
い
く
。

る
と
回
っ
て
い
る
よ
う
な
気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。〈
中
略
〉
ど
う
し
て
、
こ
ん
な
女
に

あ
の
美
し
い
人
々
を
お
と
し
め
る
資
格
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
。
ど
う
し
て
、
神
様
は
、
こ
の
よ

う
な
女
に
、
そ
ん
な
権
利
を
持
た
せ
た
の
で

し
ょ
う
。

♠

　
私
は
、
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に
普
通
の
顔

を
し
て
い
ま
し
た
。
本
当
は
、
皮
膚
一
枚
剥は

が

さ
れ
れ
ば
、
鳴
き
声
の
塊

か
た
ま
りで
あ
る
私
の
こ
と

な
ど
、
誰
も
気
が
つ
か
な
か
っ
た
の
で
す
。
気

が
つ
く
べ
き
先
生
方
で
す
ら
。
も
っ
と
も
、
私

は
、
そ
ん
な
ご
た
い
そ
う
な
も
の
を
子
供
で
あ

る
先
生
方
に
期
待
し
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
か

ら
、
失
望
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
。

♠

　
（
私
が
転
校
し
た
た
め
に
）
私
と
い
つ
も
一

緒
に
お
ト
イ
レ
に
い
っ
て
い
た
女
の
子
は
、
ひ

と
り
で
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る
の
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、
考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
両
親
を

亡な

く
し
た
時
く
ら
い
に
困
る
こ
と
な
の
で
す
。

〈
中
略
〉
一
緒
に
お
ト
イ
レ
に
い
く
お
友
だ
ち

が
い
な
い
と
い
う
の
は
せ
つ
な
い
こ
と
で
す
。

♠

　
自
殺
を
決
意
し
、
遺い

書し
ょ

を
「
マ
マ
、
パ
パ
、

お
ね
え
ち
ゃ
ん
。
先
だ
つ
不
幸
を
お
許
し
く
だ

さ
い
。
杏あ

ん

は
、
人
生
に
は
似
合
わ
な
い
子
で

す
。」
と
、
途
中
ま
で
書
い
た
。
し
か
し
、
何

と
か
自
殺
を
思
い
と
ど
ま
っ
た
の
は
、
家
族
の

日
常
生
活
を
故こ

意い

に
乱
し
た
く
な
い
、
と
い
う

最
も
身
近
な
人
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
て
い
た

か
ら
。
そ
し
て
、
生
き
る
気
力
を
蘇

よ
み
が
えら
せ
た

の
は
、
学
級
担
任
の
代
わ
り
に
理
科
の
授
業
を

受
け
持
っ
た
男
性
教
師
の
「
蚊か

」
の
話
だ
っ
た
。

「
沈
黙
の
町
で
」　　
　

　
い
じ
め
は
、
理
由
の
有う

無む

を
問
わ
ず
、
絶
対

に
許
さ
れ
な
い
差
別
行
為
で
あ
り
、
犯
罪
行
為

で
あ
る
。
だ
が
、
今
日
の
中
学
生
は
、
そ
れ
相

応
の
理
由
が
あ
れ
ば
、
い
じ
め
行
為
に
加か

担た
ん

し

て
も
構
わ
な
い
と
思
い
込
ん
で
し
ま
う
危
険
を

は
ら
ん
で
い
る
。

♠

　
心
の
育
ち
や
人
権
感
覚
、
道
徳
性
の
未み

熟じ
ゅ
くな

中
学
生
が
い
れ
ば
、
大
人
以
上
に
し
っ
か
り
し

た
中
学
生
が
い
る
。
集
団
自
我
の
肥ひ

大だ
い

に
よ
っ

て
、
集
団
の
雰ふ

ん

囲い

気き

に
流
さ
れ
る
中
学
生
が
い

れ
ば
、
流
さ
れ
な
い
中
学
生
が
い
る
。
だ
が
、

多
く
の
親
と
教
師
は
、「
集
団
」
と
い
う
状
況

に
お
い
て
、
中
学
生
を
十じ

っ

把ぱ

一ひ
と

か
ら
げ
に
し
て

同
一
視
し
、
中
学
生
一
人
一
人
の
内
面
の
大
き

な
差さ

異い

に
関
心
を
示
さ
な
い
。

♠

　
学
年
主
任
の
教
師
が
、「
中
学
生
で
す
か
ら
、

言
葉
足
ら
ず
で
誤ご

解か
い

を
招ま

ね

く
こ
と
が
多
々
あ
る

と
思
い
ま
す
。
大
人
に
マ
イ
ク
を
向
け
ら
れ
れ

ば
緊き

ん

張ち
ょ
うも
す
る
し
、
そ
こ
で
出
た
コ
メ
ン
ト
が

正
し
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。」
と
言
っ
た
よ
う

に
、
中
学
生
は
、
親
や
教
師
、
刑
事
、
記
者
に

本
当
の
こ
と
を
言
わ
な
い
と
き
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
自
分
の
不
利
に
な
る
か
ら
嘘う

そ

を
つ
く
と
か
、

黙だ
ま

り
込
む
と
か
で
は
な
い
。
言
葉
の
剥は

が
れ
や

す
い
メ
ッ
キ
を
嫌け

ん

悪お

す
る
成
長
期
で
あ
り
、
圧

倒
的
に
言
葉
の
少
な
い
世
代
で
あ
り
、
ま
た
、

仲
間
と
の
秘
密
や
約
束
を
頑か

た
くな
に
守
り
通
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
「
存
在
」
を
確
認
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

♠

　
「
逮た

い

捕ほ

・
補ほ

導ど
う

さ
れ
た
ほ
か
の
少
年
た
ち
も
、

普
通
の
中
学
生
な
の
だ
ろ
う
。
普
通
な
の
に
経

験
と
常
識
が
な
い
こ
と
が
、
少
年
犯
罪
の
悲ひ

劇げ
き

な
の
だ
。
し
で
か
し
た
後
で
事
の
重
大
さ
に
気

づ
く
。」（
Ｋ
署
刑
事
課
刑
事
）

♠

　

中
学
生
は
わ
か
ら
な
い
。（
学
級
担
任
の
）

Ｉ
は
中
学
教
師
に
な
っ
て
か
ら
、
日
々
そ
れ
を

実
感
し
て
い
た
。
自
分
の
意
思
と
は
異
な
る
こ

と
を
、
な
ぜ
か
起
こ
し
て
し
ま
う
。
彼
ら
が
一

番
恐
れ
る
こ
と
は
孤こ

立り
つ

で
、
ノ
リ
が
悪
い
と
か
、

真
面
目
だ
と
か
、
そ
う
言
わ
れ
た
く
な
い
ば
か

り
に
常
識
を
踏ふ

み
外
し
て
し
ま
う
。
池
に
浮
か
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こども未来館情報 10月・11月 行事予定
皆さんのご来館をおまちしています

児童館事業の様子

※都合により内容などが変更となる場合がありますので、ご承知ください。

なかよし広場
★対象：就園前のお子さんと保護者
★時間：午前10時30分～
★日程及び内容
　10月 ２日（水）ちびっこ広場
　　　 10日（木）おはなし広場
　　　 17日（木）みんなで遊ぼう
　　　 22日（火）親子リズム
　　　 23日（水）ちびっこ広場
　　　 24日（木）親子運動遊び
　　　 29日（火）たまご広場
　11月 ６日（水）ちびっこ広場
　　　  ７日（木）おはなし広場

11月 11日（月）人形劇
（午前10時開演）

　　  14日（木）子育て講話
（篠原助産師）

　　  19日（火）たまご広場
　　  21日（木）みんなで遊ぼう
　　  22日（金）ちびっこ広場
　　  26日（火）親子リズム
　　  28日（木）親子運動遊び

文化伝承教室
★対象及び時間：小学生　午後３時30分～

【囲　碁】★日程：10月 ３日（木）・17日（木）
	 11月 ７日（木）・21日（木）

【将　棋】★日程：10月10日（木）・24日（木）
	 11月14日（木）

【昔遊び】★日程：10月25日（金）・11月29日（金）

わくわく教室
★対象及び時間：小学生　午後３時30分～
★日程及び内容：10月 ７日（月）おりがみ（花作り）
　　　　　　　　　　 21日（月）ピョンピョン蛙作り
　　　　　　　　　　 28日（月）紙飛行機作り（午後２時～）
　　　　　　　　11月11日（月）木の実拾い
　　　　　　　　　　 18日（月）グループホーム訪問
　　　　　　　　　　 25日（月）木の実制作

学習･スポーツ教室
★対象及び場所と時間：
　小学生　立科小学校　午後３時～５時
★日程：10月  ２日（水）・９日（水）・16日（水）
　　　　　　  23日（水）・30日（水）
　　　　11月  ６日（水）・13日（水）
　　　　　　  20日（水）・27日（水）
★�内容：�学習アドバイザーの先生方に、予

習・復習等を教えていただくことが
できます。

　　　　�学習終了後、３時30分より体育館で
スポーツ教室に参加できます。

レクリエーション教室
★対象及び時間：小学生　午後３時30分～
★日程及び内容
　10月23日（水）タニシとり
　11月 ６日（水）紙でっぽう作り

ビーズ教室（要予約）
★対象及び時間：小学生　午前10時～
★日程及び内容：10月19日（土）未定
　　　　　　　　11月16日（土）未定

アートチャレンジ教室（要予約）
★対象及び時間：小学生　午後１時30分～
★日程及び内容：
11月 ９日（土）  お菓子の家作り（午前９時30分～）
11月22日（金）  どんぐりパーク（午後２時30分～）

I
I
I
I
I
I
I

ありさんごっこ エコ教室

ちびっこ広場 放課後子ども教室

教育委員会

お誕生日会
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授
業
料
等　
授
業
料
１
１
８
、８
０
０
円（
年
額
）

　
入
校
料　
　
　
５
、
６
５
０
円
（
収
入
証
紙
）

　
入
校
審
査
料　
２
、
２
０
０
円
（
収
入
証
紙
）

　
　
　
　
　
　
※
教
科
書
代
等
実
費

　
資
格　
高
等
学
校
卒
業
者
、
又
は
同
等
以
上

　
　
　
　
と
認
め
ら
れ
る
者

　
募
集
人
員　
20
名

　
募
集
期
間　
11
月
１
日 

㈮
～
11
月
15
日 

㈮

　
入
校
選
考　
11
月
25
日 

㈪　
８
時
30
分
受
付

お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
佐
久
技
術
専
門
校

電　
話　
０
２
６
７
（
６
２
）
０
５
４
９

又
は
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
土
地
は
、
国
民
の
た
め
の
限
ら
れ
た
貴
重
な

資
源
で
す
。
将
来
の
子
供
た
ち
の
た
め
、
明
日

の
豊
か
な
暮
ら
し
の
た
め
に
も
土
地
の
有
効
利

用
が
大
切
で
す
。
土
地
の
有
効
利
用
の
実
現
の

た
め
に
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
出
来
る
限

り
の
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
土
地
政
策
に
対
す
る
国
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
毎
年
10
月
を
「
土

地
月
間
」
と
し
、
10
月
1
日
を
「
土
地
の
日
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

　
10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
「
法
の
日
」
週

間
の
行
事
と
し
て
、
次
の
と
お
り
無
料
で
法

律
・
人
権
・
調
停
及
び
公
証
に
つ
い
て
の
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

　

金
銭
・
土
地
・
交
通
事
故
等
の
問
題
、
離

婚
・
扶
養
・
相
続
等
の
家
庭
内
の
も
め
事
、
差

別
、
い
じ
め
等
の
人
権
問
題
な
ど
で
お
困
り
の

方
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
秘
密

厳
守
）

な
お
、
御
来
場
の
際
に
は
、
相
談
に
関
す
る
資

料
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

主　
催　
裁
判
所
、
検
察
庁
、
弁
護
士
会
、

　
　
　
　
法
務
局

日
時
等　
10
月
30
日 

㈬

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時
ま
で

　
　
　
　
長
野
地
方
裁
判
所
佐
久
支
部
内

　
　
　
　
（
事
前
予
約
不
要
）

お
問
い
合
わ
せ
先

「
法
の
日
」
週
間
実
施
委
員
会

裁
判
所
電
話　
０
２
６
７
（
６
７
）
２
０
７
７

等
を
対
象
に
「
人
間
力
」「
経
営
力
」「
生
活

力
」「
技
術
力
」
を
身
に
つ
け
、
時
代
に
対
応

で
き
る
企
業
的
農
業
経
営
者
を
育
て
ま
す
。

募
集
学
科　
総
合
農
学
科
（
実
践
経
営
者
コ
ー
ス
）

募
集
人
員　
10
名

修
業
年
限　
２
年

受
験
資
格　
高
等
学
校
等
以
上

入
学
試
験　

 

第
１
次　
11
月
12
日 

㈫

　
　
　
　
　
（
筆
記
・
面
接
）

学　
　
費　
年
額
１
１
８
、
８
０
０
円
、

他
に
諸
経
費
（
教
材
・
寮
費
・
実
習
費
）
と

し
て
、
１
年
次
80
万
円
程
度
、
２
年
次
70
万

円
程
度

出
願
期
間　
平
成
25
年
10
月
21
日 

㈪

　
　
　
　
　
～
11
月
1
日 

㈮
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
農
業
大
学
校
農
学
部
事
務
局

〒
３
８
１
─
１
２
１
１

長
野
市
松
代
町
大
室
３
７
０
０

電　
話　
０
２
６
（
２
７
８
）
５
２
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
２
６
（
２
６
１
）
２
１
２
１

Ｅ
メ
ー
ル　

nogyodai

＠pref.nagano.lg.jp
●
普
通
課
程
（
平
成
26
年
４
月
～
平
成
27
年
3
月
）

　
募
集
コ
ー
ス　
生
産
技
術
シ
ス
テ
ム
科

　
10
月
21
日
㈪
か
ら
27
日
㈰
は
行
政
相
談
週
間

で
す
。

　
「
行
政
相
談
」
と
は
、
皆
さ
ん
か
ら
、
国
の

役
所
や
独
立
行
政
法
人
及
び
特
殊
法
人
が
行
っ

て
い
る
仕
事
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望
を

お
聴
き
し
て
、
そ
の
解
決
や
実
現
を
図
る
も
の

で
す
。
こ
の
身
近
な
窓
口
が
行
政
相
談
委
員
で

す
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を

受
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
立
科
町
の
担
当
は

浦
野
喜
芳
さ
ん
（
牛
鹿
）
で
す
。
心
配
ご
と
相

談
日
の
ほ
か
、
自
宅
で
も
皆
さ
ん
の
ご
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
な
お
、
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

〔
行
政
相
談
委
員
〕　
浦
野
喜
芳
さ
ん

自
宅
電
話
番
号　
（
５
６
）
２
４
４
５

来
た
れ
！
夢
を
か
な
え
る
た
め
に
！

　
長
野
県
農
業
大
学
校
で
は
、
平
成
26
年
度
新

設
す
る
「
実
践
経
営
者
コ
ー
ス
」
の
入
学
生
を

募
集
し
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ス
は
、
も
っ
ぱ
ら
就

農
を
目
指
す
専
攻
コ
ー
ス
で
、
社
会
人
経
験
者

TATESHINA INFORMATION
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F
O
R
M
A
T
IO
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IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

長
野
県
農
業
大
学
校

新
設
コ
ー
ス
入
学
生
募
集
！

長
野
県
佐
久
技
術
専
門
校

平
成
26
年
度
訓
練
生
募
集
！

10
月
は「
土
地
月
間
」

10
月
１
日
は「
土
地
の
日
」で
す

お
知
ら
せ

T
A
T
E
S
H
IN
A
 IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

無
料
法
律
等
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

行
政
相
談
週
間
の
お
知
ら
せ
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●
低
・
未
利
用
地
の
有
効
利
用

●
不
動
産
流
通
の
円
滑
化

●
土
地
情
報
の
利
活
用

●
土
地
境
界
の
明
確
化

　
こ
の
機
会
に
、
豊
か
で
安
心
で
き
る
住
み
よ

い
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
に
、
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
一
度
土
地
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

実
施
主
体　
国
土
交
通
省
、
地
方
公
共
団
体
、

　
　
　
　
　
土
地
関
係
団
体
等

　
10
月
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
放
送
の
受
信
障

害
の
防
止
対
策
を
推
進
す
る
「
受
信
環
境
ク

リ
ー
ン
月
間
」
で
す
。

　
放
送
電
波
の
受
信
障
害
と
は
、
家
庭
用
・
工

業
用
電
気
製
品
か
ら
発
生
す
る
電
気
雑
音
、
テ

レ
ビ
受
信
用
ブ
ー
ス
タ
ー
の
異
常
発
振
、
不
法

無
線
局
か
ら
の
電
波
、
高
層
建
築
物
に
よ
る
ビ

ル
陰
障
害
等
に
よ
っ
て
、
良
好
な
放
送
の
受
信

が
で
き
な
く
な
る
も
の
で
す
。

　
特
に
、
不
法
無
線
局
か
ら
発
射
さ
れ
る
強
力

な
電
波
（
不
法
電
波
）
に
よ
り
、
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
な
ど
が
妨
害
を
受
け
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

電
波
利
用
環
境
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
が
き
れ
い
に
映
ら
な
い
、
ラ
ジ
オ
に

雑
音
が
入
る
と
い
っ
た
電
波
に
関
す
る
こ
と
は
、

TATESHINA INFORMATION

講
師　
佐
藤
法
律
事
務
所

　
　
　
弁
護
士　
大
野
薫
氏

演
題　
「
労
働
契
約
法
と
労
働
審
判
を
め
ぐ
る
状
況
」

受
講
料　
無
料

申
し
込
み
締
め
切
り　
平
成
25
年
10
月
28
日
㈪

お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
東
信
労
政
事
務
所

電　
話　
０
２
６
８
（
２
５
）
７
１
４
４

Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
２
６
８
（
２
３
）
１
６
４
２

Ｅ
メ
ー
ル  toshinrosei@

pref.nagano.lg.jp

　
手
続
は
無
料
で
簡
単
で
す
。
労
使
双
方
が
ご

利
用
い
た
だ
け
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

こ
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
、
ご
相
談
く
だ
さ
い

・
会
社
か
ら
納
得
で
き
な
い
理
由
で
突
然
解
雇

（
リ
ス
ト
ラ
）
さ
れ
た

・
パ
ー
ト
で
働
い
て
い
る
が
、
何
の
説
明
も
な

く
時
給
を
下
げ
ら
れ
た

・
配
転
命
令
を
出
し
た
が
、
従
業
員
に
納
得
し

て
も
ら
え
な
い

あ
っ
せ
ん
と
は
…
…

　
原
則
と
し
て
、
公
益
委
員
（
大
学
教
授
・
弁

護
士
な
ど
）、
労
働
者
委
員
（
労
働
組
合
役
員
）、

使
用
者
委
員
（
企
業
経
営
者
、
使
用
者
団
体
役

員
）、
事
務
局
職
員
の
４
者
で
構
成
す
る
あ
っ

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

労
働
者・事
業
主
間
の
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る

「
あ
っ
せ
ん
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

信
越
総
合
通
信
局
ま
で
お
気
軽
に
御
相
談
く
だ

さ
い
。（
無
料
）

★
無
線
設
備
へ
の
混
信
・
妨
害
及
び
違
法
な
無

線
設
備
の
情
報
に
関
す
る
こ
と

　
・
監
視
調
査
課

　
　
電　
話　
０
２
６
─
２
３
４
─
９
９
７
６

★
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
放
送
の
受
信
障
害
に

関
す
る
こ
と

　
・
受
信
障
害
対
策
官

　
　
電　
話　
０
２
６
─
２
３
４
─
９
９
９
１

★
そ
の
他
、
情
報
通
信
の
行
政
相
談
に
関
す
る

こ
と

　
・
総
合
通
信
相
談
所

　
　
電　
話　
０
２
６
─
２
３
４
─
９
９
６
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.soum

u.go.jp/soutsu/
shinetsu/

　
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
労
働
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時　
平
成
25
年
10
月
29
日 

㈫

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　
長
野
県
上
田
合
同
庁
舎　
６
階
講
堂

　
　
　
上
田
市
材
木
町
１
丁
目
２
─
６

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害
に

関
す
る
お
知
ら
せ

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

東
信
労
働
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
の

お
知
ら
せ
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せ
ん
員
が
、
労
使
双
方
の
主
張
を
確
か
め
、
場

合
に
よ
っ
て
は
あ
っ
せ
ん
案
を
示
し
な
が
ら
、

労
使
双
方
に
働
き
か
け
、
紛
争
の
自
主
的
解
決

を
援
助
す
る
制
度
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
労
働
委
員
会
事
務
局
（
長
野
県
庁
８
階
）

電　
話　
０
２
６
（
２
３
５
）
７
４
６
８

Ｅ
メ
ー
ル　

roi@
pref.nagano.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.nagano.lg.jp/roi/

kashokai.htm

　
療
養
生
活
を
豊
か
に
過
ご
す
た
め
の
情
報
交

換
や
仲
間
づ
く
り
機
会
と
し
て
、
年
１
回
開
催

し
て
い
ま
す
。

日
時　
平
成
25
年
10
月
29
日 

㈫

　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

会
場　
佐
久
合
同
庁
舎　
講
堂

内
容　
「
加
齢
に
負
け
な
い
活
動
の
維
持
～

　
　
　
　
　

 

要
介
護
状
態
を
防
ぐ
た
め
に
～
」

講
師　
大
塚
寛
美　
先
生

参
加
費　
無
料　

申
し
込
み

10
月
23
日
㈬
ま
で
に
佐
久
保
健
所
健
康
づ
く

り
支
援
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

電　
話　
０
２
６
７
（
６
３
）
３
１
６
４

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

立
科
の
元
気
が
大
集
合
！

第
37
回
立
科
町
商
工
祭 

多た
来ら
福ふ

くま
つ
り

　
骨
髄
移
植
は
白
血
病
や
再
生
不
良
性
貧
血
な

ど
の
血
液
難
病
の
有
効
な
治
療
法
で
す
。

　
全
国
で
こ
の
治
療
を
必
要
と
し
て
い
る
患
者
さ

ん
は
、
毎
年
少
な
く
と
も
二
千
人
を
数
え
ま
す
が
、

ド
ナ
ー
（
骨
髄
液
提
供
者
）
と
白
血
球
の
型
が
適

合
し
な
い
と
移
植
が
受
け
ら
れ
な
い
た
め
、
病
気

と
闘
い
な
が
ら
適
合
す
る
ド
ナ
ー
の
方
を
待
ち
望

ん
で
い
る
患
者
さ
ん
が
大
勢
い
ま
す
。
一
人
で
も

多
く
の
患
者
さ
ん
を
救
う
た
め
に
は
、
一
人
で
も

多
く
の
ド
ナ
ー
登
録
が
不
可
欠
で
す
。
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

《
ド
ナ
ー
登
録
で
き
る
方
》

・
骨
髄
提
供
の
内
容
を
十
分
に
理
解
し
て
い
る
方
で

・
年
齢
18
歳
か
ら
54
歳
ま
で
で
健
康
な
方

・
体
重
が
男
性
で
45
㎏
以
上
、
女
性
が
40
㎏
以

上
の
方

※
白
血
球
の
検
査
を
行
う
た
め
受
付
・
問
診
後

約
２
ml
の
採
血
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

《
ド
ナ
ー
登
録
窓
口
》

場
所　
佐
久
保
健
所
（
佐
久
合
同
庁
舎
）　　

時
間　
毎
週
月
～
木
曜
日　
８
時
30
分
～
16
時

　
　
　
（
予
約
制
）

ド
ナ
ー
登
録
の
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

佐
久
保
健
所
健
康
づ
く
り
支
援
課

電　
話　
０
２
６
７
（
６
３
）
３
１
６
４

日
時　
11
月
２
日
㈯　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
　
　
11
月
３
日
㈰　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

場
所　
役
場
駐
車
場

内
容　
飲
食
店
／
物
品
販
売
店

　
　
　
も
ち
つ
き
／
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

　
　
　
大
抽
選
会

　
　
　
蓼
科
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
公
開
収
録　
他

ス
テ
ー
ジ
出
演
者
等　

２
日　
御
泉
水
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム

　
　
　
立
科
小
学
校
合
唱
ク
ラ
ブ

　
　
　
立
科
小
学
校
管
楽
器
ク
ラ
ブ

　
　
　
立
科
中
学
校
吹
奏
楽
部

　
　
　
亜あ

耶や

歌
謡
シ
ョ
ー
（
立
科
町
出
身
）

　
　
　
た
て
し
な
ハ
ッ
ピ
ー
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ

　
　
　
土
屋
芳
美
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー

３
日　
蓼
科
高
校
ジ
ャ
ズ
ク
ラ
ブ

　
　
　
（
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
★
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｙ
）

　
　
　
長
野
県
警
察
音
楽
隊
・
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊

　
　
　
長
野
県
交
通
安
全
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー「
寸
劇
」

　
　
　
川
西
防
犯
協
会
女
性
部
ス
テ
ー
ジ
発
表

　
　
　
第
４
回  

立
科
の
味
「
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
彰
式

お
問
い
合
わ
せ
先

立
科
町
商
工
会

電
話　
５
６
─
１
０
０
４　
有
線
２
６
５
２

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

10
月
は

「
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間
」で
す

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

「
難
病
の
つ
ど
い
」
開
催

　立科小学校では、総合的な学習
の時間等で使用する、お餅つき用
の「杵」と「臼」をご寄付してい
ただける方を探しています。ご自
宅に、使用しないで不要になって
いて、学校に寄付していただける
ような物がありましたら、ご連絡
いただけるとありがたいです。

立科小学校
からお願い

連絡先　立科小学校　電話  56－3131
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最近、2～3歩だけどハイハイできるよう
になりました。少しずつでいいから、
出来る事を増やしていこうね。

宮
みや

下
した

 真
まな

翔
と

ちゃん（男）塩沢

幸南の笑顔は、皆に幸せを与えてくれま
す。お姉ちゃん、お兄ちゃんと、仲良く
遊んで元気に育ってね！

中
なか

島
じま

 幸
ゆき

南
な

ちゃん（女）茂田井

柊斗の笑顔に家族みんなが癒されてます。
お姉ちゃんと一緒に元気いっぱい遊んで
大きくなあれ。

今
いま

井
い

 柊
しゅう

斗
と

ちゃん（男）外倉

よく食べ、よく寝て、いつもニコニコ元
気な心萊。毎日パパとママを幸せにして
くれてありがとう。大好き♡

井
い

出
で

 心
み

萊
らい

ちゃん（女）野方

６ヶ月から親子アクアに通っています。
パパに似てプール大好きなわんぱく娘♡
最近のお気に入りはドライヤー。

土
つち

屋
や

 夢
み

紅
く

ちゃん（女）西塩沢

たくさん遊んで、食べて、寝て、元気に
すくすく育ってね☆

掛
かけ

川
がわ

 響
ひび

生
き

ちゃん（男）山部（４月生）

まねっこが上手になってきたね。パパも
ママも陽希兄ちゃんも、亜希のニコニコ
笑顔が大好きだよ。

増
ます

澤
ざわ

 亜
あ

希
き

ちゃん（女）滝神
お姉ちゃんと楽しそうにしている姿や、
笑い声に癒されています。これからも、
たくさんの笑顔を見せてね。

関
せき

 すみれちゃん（女）町
まり☆いっぱい泣いていっぱい笑って大
きくなあれ♡　パパとママはずっと応援
しているよ!!

長
なが

坂
さか

 麻
ま

璃
り

ちゃん（女）桐原

平成24年９月生まれ〜平成24年10月生まれ
（10、11ヶ月児健診時に撮影）

大きく育て
子ども王国

立科に育つ子ども達を紹介します

　「青少年は地域社会から育む」という観点に立って、家庭・学校・地域が一体となり、青少年健全育成を考
えるための講演会を開催します。
　●日　時　10月26日（土）午後２時15分～３時45分（予定）
　●場　所　立科小学校　体育館
　●演　題　「～脳が変われば、未来が大きく変わる！～　頭を鍛える「活脳」トレーニング」
　●講　師　諏訪東京理科大学　教授　篠原 菊紀 氏
　●お問い合わせ先　　教育委員会　社会教育人権政策係　電話  56−2311　有線  2311　
　　　　　　　　　　　立科小学校　　　　　　　　　　　電話  56−3131　有線  2190

青少年育成講演会のお知らせ
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　先月、中山道を描いた浮世絵の揃物『木曽海道六拾九次之内』の「弐拾六 望月」と「弐拾七 あし田」の作品に描
かれた主題について、「望月」は峠と松並木、「あし田」は坂道と指摘しました。
　今回は、「望月」と「あし田」が取り違えられているとして、「峠と松並木」、「坂道」は、それぞれ現地の景観と合
致しているのか比較をしてみます。
　「あし田」に描かれている急坂を望月宿の手前にある「瓜生坂」と比較してみます。望月宿は東西を急な段丘崖に
挟まれ、東側は圧倒的に落差が大きく、八幡宿から峠に登りつくと、急坂が西側の望月宿に伸びています。この坂は

「瓜生坂」と呼ばれ、一里塚や石造物などで峠の位置が今日でも明らかです。芦田宿の前後にはこのような急坂がな
いことなどから、「あし田」に描いた急坂は「瓜生坂」と推測されます。
　一方、芦田宿と笠取峠を象徴する景観は、言うまでもなく「松並木」であり、「望月」に描かれた並木が「笠取峠
の松並木」ではないかと疑われるのです。また、「望月」に描かれた浅間山は、ゆったり裾野を広げたたおやかな姿
で表現され、しかも、峠の頂部と同じ高さに描くことで、この峠道からの見晴らしと画面の奥行きが強調され、これ
は、現在でも芦田地域から遠望できる浅間山の山容です。江戸時代から笠取峠は浅間山の眺望地点として知られ、松
並木が描かれているだけでなく、画面構成に込められた意図が当時認知されていた笠取峠の景観特性と酷似していま
す。
　このように検討すると、「望月」は笠取峠、「あし田」は瓜生坂の、それぞれ特徴的な景観を集めて画面を構成して
いることがわかります。いずれにも実景と異なる部分があるのは、広重が単純な写生をしたのではなく、「巷に定着
していた景観の定形イメージ」を画面に再構成したからだと思われます。やはり、「弐拾六　望月」こそが、「笠取峠
の松並木」を描いたもので、何らかの原因によって「あし田」と取り違えられたと考えられます。
　ただし、今までの検討では「取り違い」がどのように生じたのかまでは説明できません。『木曽海道六拾九次之内』
については、広重自身が本当に中山道を旅したのか否かも含め、また、下絵や種本からの制作過程が十分検討されて
おらず、「あし田」と「望月」の取り違いが生じた経緯については後考に期待したいと思います。

　先月号の『木曽海道六拾九次之内』の「あし田」「望月」もご覧いただきながら、現在の景観と比較してみてくだ
さい。お時間がありましたら、現地を歩いてみることもお勧めします。

瓜生坂から望月宿を眺める

現地の景観

笠取峠のマツ並木と浅間山

マツ並木歴史ばなしあれこれ⑧
シリーズ 笠取峠のマツ並木を後世に伝えるために（第15回） 教育委員会

社会教育人権政策係
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たてしな保育園の
子どもたち

“楽しい運動あそび”
「2020年の東京オリンピックには

間に合わないよね！」

“じゃがいも掘り”
　　　「カレーにしようかな？」
　　　　　　「じゃがバタにしようかな？」

“すいか割り”
「もうちょっと右だよ」残念！

　去る７月18日死去され
た元立科町長髙橋雅夫氏

（上房）に内閣総理大臣よ
り従六位の位記が授与され、
９月19日小宮山町長より
ご遺族に伝達がされました。
　高邁な政治信念と多大な
功績が高く評価されました。

髙橋氏の功績
　髙橋氏は、昭和58年から３期12年の永き
にわたり、第五代町長を歴任され、観光地活
性化のためゴンドラリフト運行に代表される
スキー場施設整備や蓼科園地（屋外音楽堂）、
蓼科ふれあいセンター、女神湖センター、白
樺高原総合観光センターを完成させ、教育面

では、青少年の森整備、姉妹都市オレゴン市との交流促進、タイ
ムカプセル埋設事業、立科中学校全面改築を行い、福祉事業では、
佐久広域特別養護老人ホーム（現：社会福祉法人ハートフルケア
たてしな 徳花苑）の招致、デイサービスセンター開所、福祉バ
ス運行など、多方面にわたり町の発展にご尽力されました。
　また、佐久地域広域行政事務組合理事、北佐久郡町村会副会長
等の公職も歴任されました。

　本年度100歳を迎えられる滝神の竹花
富子さんを、９月17日に小宮山町長が表
敬訪問しました。

100歳
おめでとうございます

故 髙橋雅夫氏　叙位の栄誉

伝達式の様子
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白樺
高原便り

白樺高原総合観光センター

紅葉狩りにお出かけください
　白樺高原ではいよいよ秋が深まってきました。
10月中旬から下旬にかけては広葉樹の紅葉が見
頃を迎えます。10月中旬にはすばらしい紅葉が楽
しめそうです。
11月上旬にはカラマツの黄葉も見頃を迎えます。　
　哀愁漂う秋の女神湖、紅葉の白樺高原へぜひ
お出かけください。

（第２回デジカメ写真コンテスト入選作品より）
女神湖の秋

立科小学校合唱クラブが県大会で金賞を受賞 !

第41回長野県情報ネットワーク小学生放送コンクール
立科小学校の２名が受賞

立科小学校夏休み作品展

　長野県学校合唱大会（ＮＨＫ音楽コンクール）にお
いて東信ブロック大会で金賞になり、今年も県大会出
場を果たすことが出来ました。クラブ員達は夏休みも
プールの後学校に残り練習に励み、岡谷市で行われた
県大会でも金賞を受賞しました。
　３～６年生まで31名のクラブ員は今年度男子が増
え、にぎやかになりました。子ども達は、次の大会に
向けて、毎日自主練習に励んでいます。

　課題の「うれしかったこと」について作文を書き、有線放送本部にて朗読を録音
して応募したところ、立科小学校の２名が賞を受けました。
　低学年の部　　最優秀賞　２年　関　ひなた さん
　高学年の部　　入　　賞　６年　長

は
谷
せ
川
がわ
喜
はる
生
き
 くん

　９月７日(土)・８日(日)の２日間、立科小学校の子どもた
ちが夏休みに作成した工作や自由研究の作品展が、ふるさ
と交流館「芦田宿」で開催されました。
　創意工夫をこらした工作や熱心にとりまとめた自由研究
が並び、訪れた皆さんは関心しながら見入っていました。

最優秀賞
２年　関　ひなた さん

● 関  ひなたさんの感想
　母の日に、おばあちゃんとお母さんにおりょうりを作ったときのことを書

きました。

　れんらくをもらったときは、とてもびっくりしました。お父さんが、「夜お

そくまでがんばって書いたからだね。」と言ってくれて、うれしかったです。
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電 話 有 線

白樺高原総合観光センター 55−6201
中央公民館（事務室） 56−2311 4000
たてしな人権センター 56−2311 2311
こども未来館（児童館） 56−0248 8888
老人福祉センター 56−1825 4091
体育センター 56−3373 3008
立科温泉　権現の湯 56−0606 4126
交流促進センター「耕福館」 51−4151 4200

救急当番医については、予告なく変更される場合がありますので、有線
放送、新聞又は当番医に直接確認の上、受診してください。休日・夜間
における医療機関等の情報提供　ナビダイヤル  0570−08−8199

連絡先

町のデータ ８月 ８月１日〜８月31日の状況

立科町役場  電話  56−2311  有線 2311
　　　　　  FAX  56−2310

行　事　予　定 保　　　　　健　
3 木 婦人科検診：20歳以上偶数年齢の女性

4 金 すずらん学級マレットゴルフ大会

8 火 婦人科検診：20歳以上偶数年齢の女性
骨密度検診：20～70歳の女性

9 水 婦人科検診：20歳以上偶数年齢の女性
骨密度検診：20～70歳の女性

11 金 赤ちゃん相談室：Ｈ25.7月生

12 土 第38回女神湖歩け歩け大会

17 木 1歳半健診：Ｈ23.11月～Ｈ24.3月生

18 金 心配ごと相談会

19 土 権現の湯まつり

20 日 第6回中山道ウォーキングinたてしな

22 火 たてしな保育園焼き芋大会（公開保育）

23 水 乳児健診：①Ｈ25.5月～6月生
　　　　　②Ｈ24.11月～12月生

31 木 たてしな保育園入園説明会

人口 7,723（−11） 出生 0
男 3,801（−  6） 死亡 9
女 3,922（−  5） 転入 8

世帯数 2,804（±  0） 転出 13

出動
件数

年間
累計

交通
事故 2 14
その他 35 260
合計 37 274

発生
件数

年間
累計

建物
火災 0 3
その他 0 1
合計 0 4

発生
件数

年間
累計

空き巣
等 0 6

乗物盗 0 2
その他 2 9

今　年 最近10年間の平均

気 

温

平　　均 23.7℃ 23.3℃
最高極日 35.5℃／15日 34.0℃／10年
最低極日 13.6℃／26日 14.6℃／10年

降　水　量 96.5mm 103.1mm
年間降水量 507.5mm 699.8mm
日 照 時 間 203.7時間 204.2時間

人 口 ９月１日現在	 （　  ）内は前月比

気　象

救急 火災 犯罪

10 月町民カレンダー
● 町県民税（第３期）
● 国民健康保険税（第５期）
● 介護保険料：普通徴収（第７期）
● 後期高齢者医療保険料（第４期）

納 税

11月の予定
・ 1㈮〜3㈰　第41回文化展
・3㈰
　福祉リサイクルバザー、

たてしなふれ愛むら
・7㈭
　赤ちゃん相談室：H25.8月生
・8㈮
　結婚相談会
　すずらん学級「郷土の歴史文化を学ぶ教室」
・9㈯
　秋の全国火災予防運動（～15日）
・ 13㈬
　たてしな保育園お店屋さんごっこ

（公開保育）

6 日 須江医院 小諸市 0267−22−2060
うすだ医院 小諸市 0267−22−0483
御代田中央記念病院 御代田町 0267−32−4711

歯科 植木歯科医院 軽井沢町 0267−45−5291
13 日 岡田医院 佐久市望月 0267−53−2123

小諸南城クリニック 小諸市 0267−26−5222
栁橋脳神経外科 小諸市 0267−23−6131
御代田中央記念病院 御代田町 0267−32−4711

歯科 関歯科クリニック 小諸市 0267−25−3456
14 月 高橋医院 佐久市望月 0267−53−2366

武重医院 小諸市 0267−22−0171
鈴木医院 小諸市 0267−26−1212

歯科 てらお歯科医院 軽井沢町 0267−42−9123
20 日 栁澤医院 立科町 0267−56−1045

由井医院 小諸市 0267−22−0327
田村医院 小諸市 0267−22−0048

歯科 林歯科医院 小諸市 0267−22−0152
27 日 岩下医院 立科町 0267−56−3908

小諸厚生総合病院 小諸市 0267−22−1070
歯科 依田塩名田歯科 佐久市浅科 0267−58−2135
3 日 みまき温泉診療所 東御市北御牧 0268−61−6002

関医院 小諸市 0267−22−2205
小諸南城クリニック 小諸市 0267−26−5222
御代田中央記念病院 御代田町 0267−32−4711

歯科 小池歯科医院 小諸市 0267−22−0130
4 月 小諸病院 小諸市 0267−22−0250

東小諸クリニック 小諸市 0267−25−8104
歯科 山口歯科医院 小諸市 0267−22−0442

休日緊急当番医 ● 午前９時〜午後５時
　 （歯科  午前９時〜正午）

10/

11/


